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(57)【要約】
　様々な実施形態は、関心地点の検索の際、データプロ
バイダに照会するためのシステム、方法、装置およびコ
ンピュータ可読媒体に関する。1つの特定の実施形態で
は、各々がデータソースの優先度を有する複数のデータ
ソースを識別するステップであって、複数のデータソー
スは、第1の参照先ソース、第1の構造化知識ベースおよ
び第1の個々のウェブサイトの少なくとも2つを含む、識
別するステップを含む方法が提供される。次いで、複数
のデータソースは、POI検索要求と関連するメタデータ
を求めて照会することができ、照会する順序が複数のデ
ータソースの各々についてのデータソースの優先度と、
複数のデータソースの少なくとも1つに関して測定され
た少なくとも1つのソース品質とに基づく。さらなる実
施形態では、照会順序は、測定されたソース品質に基づ
きアップデートすることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　関心地点(POI: point of interest)の検索要求をコンピューティングデバイスで処理す
るステップと、
　各々がデータソースの優先度を有する複数のデータソースを識別するステップであって
、前記複数のデータソースは、第1の参照先ソース、第1の構造化知識ベースおよび第1の
個々のウェブサイトの少なくとも2つを含む、識別するステップと、
　前記POI検索要求と関連するメタデータを求めて前記複数のデータソースに照会するス
テップであって、前記照会する順序は、前記複数のデータソースの各々についての前記デ
ータソースの優先度に基づく、照会するステップと、
　前記複数のデータソースの少なくとも1つに関して少なくとも1つのソース品質を測定す
るステップとを含む、方法。
【請求項２】
　前記複数のデータソースに照会したのに応答して、前記POI検索要求に一致する、前記
複数のデータソースからのメタデータ入力を受け取るステップと、
　言語解析モジュールを使用して前記複数のデータソースからの前記メタデータ入力をマ
ージし、それによって、前記複数のデータソースからマージされたメタデータを生成する
ステップと、
　前記マージされたメタデータを使用して前記POI検索要求に応答するステップと、
　前記複数のデータソースの前記少なくとも1つについての前記少なくとも1つのソース品
質を使用して、前記複数のデータソースの前記少なくとも1つについての前記データソー
スの優先度をアップデートするステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のデータソースは、前記第1の参照先ソースおよび前記第1の構造化知識ベース
を含み、
　前記第1の参照先ソースについてのデータソースの優先度が、前記第1の構造化知識ベー
スについてのデータソースの優先度より高く、
　前記複数のデータソースに照会するステップは、
　　前記POI検索要求と関連するメタデータを求めて前記第1の参照先ソースに照会するス
テップと、
　　前記第1の参照先ソースに照会した後、前記POI検索要求と関連するメタデータを求め
て前記第1の構造化知識ベースに照会するステップとを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のデータソースの各々に関して少なくとも1つのソース品質を測定するステッ
プは、
　　前記第1の参照先ソースの応答時間を測定するステップと、
　　前記第1の構造化知識ベースの応答時間を測定するステップとを含む、請求項3に記載
の方法。
【請求項５】
　前記複数のデータソースは、前記第1の個々のウェブサイトをさらに含む、請求項4に記
載の方法。
【請求項６】
　前記第1の構造化知識ベースについての前記データソースの優先度は、前記第1の個々の
ウェブサイトについての前記データソースの優先度より高く、
　前記複数のデータソースに照会するステップは、
　　前記第1の構造化知識ベースに照会した後、前記第1の個々のウェブサイトに照会する
ステップをさらに含む、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1の参照先ソースについての前記データソースの優先度、前記第1の構造化知識ベ
ースについての前記データソースの優先度および前記第1の個々のウェブサイトについて
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の前記データソースの優先度は、各々、デフォルトのデータソースの優先度である、請求
項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のデータソースの各参照先ソースについてのデフォルトのデータソースの優先
度は、前記複数のデータソースの各構造化知識ベースについてのデフォルトのデータソー
スの優先度より高い、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のデータソースの各構造化知識ベースについての前記デフォルトのデータソー
スの優先度は、前記複数のデータソースの各個々のウェブページについての前記デフォル
トのデータソースの優先度より高い、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第1の参照先ソース、前記第1の構造化知識ベースおよび前記第1の個々のウェブサ
イトからの相矛盾するメタデータ入力を識別するステップと、前記POI検索要求に応答す
るのに先立ち、前記マージされたメタデータからの前記相矛盾するメタデータ入力を除去
するステップとをさらに含む、請求項5に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第1の参照先ソースおよび第2のオンライン参照先ソースに照会するステップと、
　前記第1の参照先ソースの第1の個々のPOIメタデータ、および前記第2のオンライン参照
先ソースからの第2の個々のPOIメタデータから個々のPOIを識別するステップと、
　前記第1の個々のPOIに対する第1のPOIに適合するメタデータ、および前記第1の個々のP
OIメタデータおよび前記第2の個々のPOIメタデータから前記個々のPOIに対する第1のPOI
と相矛盾するメタデータを識別するステップと、
　前記第1のPOIに適合するメタデータを使用し、前記第1のPOIと相矛盾するメタデータを
除去し、それによって第1の個々のPOIのマージされたメタデータを生成するステップと、
　前記第1の構造化知識ベースに照会するのに先立ち、前記第1の個々のPOIのマージされ
たメタデータを用いて前記POI検索要求に応答するステップとをさらに含む、請求項5に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記第1の構造化知識ベースの第3の個々のPOIメタデータから前記個々のPOIを識別する
ステップと、
　前記個々のPOIに対して第2のPOIに適合するメタデータ、および前記第1の個々のPOIの
マージされたメタデータおよび前記第3の個々のPOIメタデータから前記個々のPOIに対し
て第2のPOIと相矛盾するメタデータを識別するステップと、
　前記第2のPOIに適合するメタデータおよび前記第2のPOIと相矛盾するメタデータを使用
して、前記第1の個々のPOIのマージされたメタデータをアップデートし、それによって第
2の個々のPOIのマージされたメタデータを生成するステップと、
　前記第2の個々のPOIのマージされたメタデータを用いて前記POI検索要求に応答するこ
とによって、前記POI検索要求への前記応答をアップデートするステップとをさらに含む
、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データソースの優先度は、予期された応答時間、ユーザの好みの選択、またはデー
タ品質測定の1つまたは複数を使用して決定される、請求項2に記載の方法。
【請求項１４】
　前記POI検索要求に一致する、前記複数のデータソースからのメタデータ入力を識別す
るステップは、
　前記複数のデータソースに照会したのに対する応答を受け取るステップであって、前記
応答は、個々のPOIメタデータを含む、受け取るステップと、
　前記応答が受け取られたとき時間の経過につれて、言語解析モジュールを使用して各個
々のPOIに対して適合するメタデータおよび相矛盾するメタデータを識別することによっ
て、前記マージされたメタデータをアップデートするステップとを含み、
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　前記マージされたメタデータを使用して前記POI検索要求に応答するステップは、前記
応答が受け取られ、前記マージされたメタデータがアップデートされたとき時間の経過に
つれて、複数のマージされたメタデータの更新データを伝達するステップを含む、請求項
2に記載の方法。
【請求項１５】
　前記言語解析モジュールを使用して前記複数のデータソースからの前記メタデータ入力
をマージし、それによって前記マージされたメタデータを生成するステップは、前記マー
ジされたメタデータ中に各個々のPOI結果に関する前記適合するメタデータを含めるステ
ップと、前記マージされたメタデータから前記相矛盾するメタデータを除外するステップ
とを含み、
　前記POI検索要求に応答するステップは、照会に対する応答が受け取られたとき、前記
マージされたメタデータがアップデートされるたびに、前記マージされたメタデータの更
新データを伝達するステップを含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第1の参照先ソースは、電話帳サーバまたは民営レストラン案内を含む、請求項1に
記載の方法。
【請求項１７】
　各POIのための前記メタデータは、開店時間、閉店時間、住所、電話番号、Eメールアド
レス、食事メニューおよび経営史の1つまたは複数を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１８】
　命令を含む非一時的なコンピュータ可読命令媒体であって、前記命令は、プロセッサに
よって実行されたとき、
　関心地点(POI: point of interest)の検索要求を処理するステップと、
　各々がデータソースの優先度を有する複数のデータソースを識別するステップであって
、前記複数のデータソースは、第1の参照先ソース、第1の構造化知識ベースおよび第1の
個々のウェブサイトの少なくとも2つを含む、識別するステップと、
　前記POI検索要求と関連するメタデータを求めて前記複数のデータソースに照会するス
テップであって、前記照会する順序が、前記複数のデータソースの各々についての前記デ
ータソースの優先度に基づく、照会するステップと、
　前記複数のデータソースの少なくとも1つに関して少なくとも1つのソース品質を測定す
るステップとを含む方法をコンピューティングデバイスに実施させる、非一時的なコンピ
ュータ可読命令媒体。
【請求項１９】
　前記方法は、
　前記複数のデータソースに照会したのに応答して、前記POI検索要求に一致する、前記
複数のデータソースからのメタデータ入力を受け取るステップと、
　言語解析モジュールを使用して、前記複数のデータソースからの前記メタデータ入力を
マージし、それによって前記複数のデータソースからマージされたメタデータを生成する
ステップと、
　前記マージされたメタデータを使用して前記POI検索要求に応答するステップと、
　前記複数のデータソースの前記少なくとも1つについての前記少なくとも1つのソース品
質を使用して、前記複数のデータソースの前記少なくとも1つについての前記データソー
スの優先度をアップデートするステップとをさらに含む、請求項18に記載の非一時的なコ
ンピュータ可読命令媒体。
【請求項２０】
　ワイヤレス通信モジュールと、
　各々がデータソースの優先度を有する複数のデータソースを識別するように構成される
、関心地点の検索処理モジュールであって、前記複数のデータソースは、第1の参照先ソ
ース、第1の構造化知識ベースおよび第1の個々のウェブサイトの少なくとも2つを含む、
関心地点の検索処理モジュールと、



(5) JP 2016-517567 A 2016.6.16

10

20

30

40

50

　POI検索要求と関連するメタデータを求めて前記複数のデータソースに照会するように
構成されるメタデータ通信モジュールであって、前記照会の順序が前記複数のデータソー
スの各々についての前記データソースの優先度に基づく、メタデータ通信モジュールと、
　前記複数のデータソースの少なくとも1つのデータソースデータに関して少なくとも1つ
のソース品質を測定し、前記少なくとも1つのソース品質を使用して、前記複数のデータ
ソースの前記少なくとも1つのデータソースについての前記データソースの優先度をアッ
プデートするように構成されるデータソース品質モジュールとを含む、コンピューティン
グデバイス。
【請求項２１】
　前記メタデータ通信モジュールは、前記複数のデータソースに照会したのに応答して、
前記POI検索要求に一致する、前記複数のデータソースからのメタデータ入力を受け取り
、
　前記関心地点の検索処理モジュールは、言語解析モジュールを使用して前記複数のデー
タソースからの前記メタデータ入力をマージし、それによって前記複数のデータソースか
らマージされたメタデータを生成する、請求項20に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２２】
　前記マージされたメタデータを使用して前記POI検索要求に応答する出力モジュールを
さらに含み、
　前記データソース品質モジュールは、前記複数のデータソースの前記少なくとも1つに
ついての前記少なくとも1つのソース品質を使用して、前記複数のデータソースの少なく
とも1つについての前記データソースの優先度をアップデートする、請求項21に記載のコ
ンピューティングデバイス。
【請求項２３】
　前記データソース品質モジュールは、さらに、前記複数のデータソースの各々に関して
前記少なくとも1つのソース品質を測定するステップの一部として、第1の参照先ソースの
応答時間を測定し、第1の構造化知識ベースの応答時間を測定するように構成される、請
求項21に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２４】
　前記照会の前記順序は、最初の照会として待ち時間がもっとも短い参照先ソースおよび
2番目の照会として待ち時間がもっとも短い構造化知識ベースを含むように、前記データ
ソース品質モジュールによって設定される、請求項21に記載のコンピューティングデバイ
ス。
【請求項２５】
　前記照会の前記順序は、待ち時間がもっとも短いものからもっとも長い前記複数のデー
タソースの順序として、前記データソース品質モジュールによって設定される、請求項21
に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２６】
　前記照会の前記順序は、前記複数のデータソースの各データソースと関連するコストに
基づく、請求項21に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２７】
　ユーザ入力モジュールと、
　前記ユーザ入力モジュールから前記POI検索要求を受け取り、前記POI検索要求の言語解
析に基づき前記POI検索要求を調節するように構成される言語解析モジュールとをさらに
含む、請求項20に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２８】
　前記言語解析モジュールは、さらに、前記複数のデータソースから前記POI検索要求に
対する複数の応答を受け取り、前記複数の応答を解析して相矛盾するメタデータを識別す
るように構成される、請求項27に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項２９】
　前記データソース品質モジュールは、前記複数のデータソースの各々についての前記少
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なくとも1つのソース品質として、前記言語解析モジュールから前記相矛盾するメタデー
タを受け取るように構成される、請求項28に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項３０】
　前記言語解析モジュールは、少なくとも類語辞典をさらに含む言語オントロジモジュー
ルを含む、請求項27に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項３１】
　マイクロフォンを含むユーザ入力モジュールをさらに含み、前記マイクロフォンは、ユ
ーザからの音声要求の一部として、前記POI検索要求を受け取る、請求項20に記載のコン
ピューティングデバイス。
【請求項３２】
　前記メタデータ通信モジュールは、前記複数のデータソースの第1のデータソースへの
第1の照会に対する応答を受け取るのに先立ち、第2の照会を前記複数のデータソースの第
2のデータソースに伝達するマルチスレッド通信モジュールを含む、請求項20に記載のコ
ンピューティングデバイス。
【請求項３３】
　関心地点(POI)の検索要求を処理するための手段と、
　各々がデータソースの優先度を有する複数のデータソースを識別するための手段であっ
て、前記複数のデータソースは、第1の参照先ソース、第1の構造化知識ベースおよび第1
の個々のウェブサイトの少なくとも2つを含む、識別するための手段と、
　前記POI検索要求と関連するメタデータを求めて前記複数のデータソースに照会するた
めの手段であって、前記照会する順序が、前記複数のデータソースの各々についての前記
データソースの優先度に基づく、照会するための手段と、
　複数のデータソースの少なくとも1つについての少なくとも1つのソース品質を測定する
ための手段とを含む、コンピューティングデバイス。
【請求項３４】
　前記複数のデータソースに照会したのに応答して、前記POI検索要求に一致する、前記
複数のデータソースからのメタデータ入力を受け取るための手段と、
　前記複数のデータソースからの前記メタデータ入力をマージし、それによって前記複数
のデータソースからマージされたメタデータを生成するための手段と、
　前記マージされたメタデータを使用して、前記POI検索要求に応答するための手段と、
　前記複数のデータソースの少なくとも1つについての前記少なくとも1つのソース品質を
使用して、前記複数のデータソースの前記少なくとも1つについての前記データソースの
優先度をアップデートするための手段とをさらに含む、請求項33に記載のコンピューティ
ングデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の態様は、ネットワーク化コンピューティング技術および検索に関する。具体的
には、本開示の態様は、関心地点の検索の際、データプロバイダに照会するためのシステ
ム、方法、装置およびコンピュータ可読媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォンなどの携帯型コンピューティングデバイスがますます普及し、より多く
の特徴を組み入れるようになるにつれて、専門化した「関心地点」の検索は、あたりまえ
の特徴になりつつある。関心地点の検索は、特性のセットに一致する物理的な場所を求め
る検索である。通常、検索は、検索を生じているデバイスまたはユーザの場所など、参照
場所にアンカリングされる(anchored)。また、検索は、関心地点でのビジネスに関する営
業時間または連絡先など、関心地点に関して追加の情報を求める要求を含むことができる
。
【発明の概要】
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【課題を解決するための手段】
【０００３】
　関心地点の検索においてデータプロバイダを分類し組織化するためのシステム、方法、
装置およびコンピュータ可読媒体を含む、様々な実施形態が、本明細書に述べられている
。たとえば、方法を含む一実施形態が述べられており、この方法は、関心地点(POI: poin
t of interest)の検索要求をコンピューティングデバイスで処理するステップと、各々が
データソースの優先度を有する複数のデータソースを識別するステップであって、複数の
データソースは、第1の参照先ソース、第1の構造化知識ベースおよび第1の個々のウェブ
サイトの少なくとも2つを含む、識別するステップと、POI検索要求と関連するメタデータ
を求めて複数のデータソースに照会するステップであって、照会順序が複数のデータソー
スの各々についてのデータソースの優先度に基づく、照会するステップと、複数のデータ
ソースの各々に関して少なくとも1つのソース品質を測定するステップとを含む。そのよ
うな実施形態は、複数のデータソースに照会したのに応答して、POI検索要求に一致する
、複数のデータソースからのメタデータ入力を受け取るステップと、言語解析モジュール
を使用して複数のデータソースからのメタデータ入力をマージし、それによって複数のデ
ータソースからマージされたメタデータを生成するステップと、マージされたメタデータ
を使用してPOI検索要求に応答するステップと、複数のデータソースの各々についての少
なくとも1つのソース品質を使用して、複数のメタデータのソースについてのデータソー
スの優先度をアップデートするステップとをさらに含むことができる。
【０００４】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、複数のデータソースが、第1の参照先ソース
および第1の構造化知識ベースを含む場合、機能することができ、第1の参照先ソースにつ
いてのデータソースの優先度が第1の構造化知識ベースについてのデータソースの優先度
より高く、複数のデータソースに照会するステップは、関心地点の検索要求と関連するメ
タデータを求めて第1の参照先ソースに照会するステップと、第1の参照先ソースに照会し
た後、関心地点の検索要求と関連するメタデータを求めて第1の構造化知識ベースを、第1
の参照先ソースに照会した後で照会するステップとを含む。
【０００５】
　そのような実施形態のまたさらなる実装形態は、複数のデータソースの各々に関して少
なくとも1つのソース品質を測定するステップが、第1の参照先ソースの応答時間を測定す
るステップと、第1の構造化知識ベースの応答時間を測定するステップとを含む場合、ま
たは複数のデータソースが、第1の個々のウェブサイトをさらに含む場合、機能すること
ができる。
【０００６】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、第1の構造化知識ベースについてのデータソ
ースの優先度が、第1の個々のウェブサイトについてのデータソースの優先度より高い場
合、機能することができ、複数のデータソースに照会するステップは、第1の構造化知識
ベースに照会した後、第1の個々のウェブサイトに照会するステップをさらに含む。
【０００７】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、第1の参照先ソースについてのデータソース
の優先度、第1の構造化知識ベースについてのデータソースの優先度および第1の個々のウ
ェブサイトについてのデータソースの優先度が、各々デフォルトのデータソースの優先度
である場合、機能することができる。
【０００８】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、複数のデータソースの各参照先ソースについ
てのデフォルトのデータソースの優先度が、複数のデータソースの各構造化知識ベースに
ついてのデフォルトのデータソースの優先度より高い場合、機能することができる。
【０００９】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、複数のデータソースの各構造化知識ベースに
ついてのデフォルトのデータソースの優先度が、複数のデータソースの各個々のウェブペ
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ージについてのデフォルトのデータソースの優先度より高い場合、機能することができる
。
【００１０】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、第1の参照先ソース、第1の構造化知識ベース
および第1の個々のウェブサイトからの相矛盾するメタデータ入力を識別するステップと
、POI検索要求に応答するのに先立ち、マージされたメタデータから相矛盾するメタデー
タ入力を除去するステップとをさらに含むことができる。
【００１１】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、第1の参照先ソースおよび第2のオンライン参
照先ソースに照会するステップと、第1の参照先ソースの第1の個々のPOIメタデータおよ
び第2のオンライン参照先ソースからの第2の個々のPOIメタデータから個々のPOIを識別す
るステップと、第1の個々のPOIメタデータおよび第2の個々のPOIメタデータからの第1の
個々のPOIに適合するメタデータおよび第1の個々のPOIと相矛盾するメタデータを識別す
るステップと、第1の個々のPOIに適合するメタデータを使用し、第1の個々のPOIと相矛盾
するメタデータを除去し、それによって第1の個々のPOIのマージされたメタデータを生成
するステップと、第1の構造化知識ベースに照会するのに先立ち、第1の個々のPOIのマー
ジされたメタデータを用いてPOI検索要求に応答するステップとを含むことができる。
【００１２】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、第1の構造化知識ベースの第3の個々のPOIメ
タデータから個々のPOIを識別するステップと、第1の個々のPOIのマージされたメタデー
タおよび第3の個々のPOIメタデータから第2の個々のPOIに適合するメタデータおよび第2
の個々のPOIと相矛盾するメタデータを識別するステップと、第2の個々のPOIに適合する
メタデータおよび第2の個々のPOIと相矛盾するデータを使用して第1の個々のPOIのマージ
されたメタデータをアップデートし、それによって第2の個々のPOIのマージされたメタデ
ータを生成するステップと、第2の個々のPOIのマージされたメタデータを用いてPOI検索
要求に応答することによって、POI検索要求に対する応答をアップデートするステップと
を含むことができる。
【００１３】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、データソースの優先度が、予期された応答時
間、ユーザの好みの選択、またはデータ品質測定の1つまたは複数を含む場合、機能する
ことができる。そのような実施形態の追加の実装形態は、POI検索要求に一致する、複数
のデータソースからのメタデータ入力を識別するステップが、複数のデータソースに照会
したのに対する応答を受け取るステップであって、応答は個々のPOIメタデータを含む、
受け取るステップと、応答が受け取られたとき時間の経過につれて、言語解析モジュール
を使用して各個々のPOIに対して適合するメタデータおよび相矛盾するメタデータを識別
することによって、マージされたメタデータをアップデートするステップとを含む場合、
機能することができ、マージされたメタデータを使用してPOI検索要求に応答するステッ
プは、応答が受け取られて、マージされたメタデータが時間の経過につれてアップデータ
されたとき、複数のマージされたメタデータの更新データを伝達するステップを含む。
【００１４】
　そのような実施形態の追加の実装形態は、言語解析モジュールを使用して複数のデータ
ソースからのメタデータ入力をマージし、それによってマージされたメタデータを生成す
るステップが、各個々のPOI結果に対して適合するメタデータをマージされたメタデータ
中に含めるステップと、マージされたメタデータから相矛盾するメタデータを除外するス
テップとを含む場合、機能することができ、POI検索要求に応答するステップは、照会に
対する応答が受け取られたとき、マージされたメタデータがアップデートされるたびに、
マージされたメタデータの更新データを伝達するステップを含む。
【００１５】
　代替実施形態は、命令を含む非一時的なコンピュータ可読命令媒体とすることができ、
命令は、プロセッサによって実行されたとき、関心地点(POI: point of interest)の検索
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要求を処理するステップと、各々がデータソースの優先度を有する複数のデータソースを
識別するステップであって、複数のデータソースは、第1の参照先ソース、第1の構造化知
識ベースおよび第1の個々のウェブサイトの少なくとも2つを含む、識別するステップと、
POI検索要求と関連するメタデータを求めて複数のデータソースに照会するステップであ
って、照会順序が複数のデータソースの各々についてのデータソースの優先度に基づく、
照会するステップと、複数のデータソースの各々についての少なくとも1つのソース品質
を測定するステップと、複数のデータソースに照会したのに応答して、POI検索要求に一
致する、複数のデータソースからのメタデータ入力を受け取るステップと、言語解析モジ
ュールを使用して複数のデータソースからのメタデータ入力をマージし、それによって複
数のデータソースからマージされたメタデータを生成するステップと、マージされたメタ
データを使用してPOI検索要求に応答するステップと、複数のデータソースの各々につい
ての少なくとも1つのソース品質を使用して、複数のメタデータのソースについてのデー
タソースの優先度をアップデートするステップとを含む方法をコンピューティングデバイ
スに実施させる。
【００１６】
　そのような媒体の追加の実施形態は、方法が、第1の参照先ソースおよび第2のオンライ
ン参照先ソースに照会するステップと、第1の参照先ソースの第1の個々のPOIメタデータ
および第2のオンライン参照先ソースからの第2の個々のPOIメタデータから個々のPOIを識
別するステップと、第1の個々のPOIメタデータおよび第2の個々のPOIメタデータから第1
の個々のPOIに適合するメタデータおよび第1の個々のPOIと相矛盾するメタデータを識別
するステップと、第1の個々のPOIに適合するメタデータを使用し、第1の個々のPOIと相矛
盾するメタデータを除去し、それによって第1の個々のPOIのマージされたメタデータを生
成するステップと、第1の構造化知識ベースに照会するのに先立ち、第1の個々のPOIのマ
ージされたメタデータを用いてPOI検索要求に応答するステップとをさらに含む場合、機
能することができる。
【００１７】
　別の代替実施形態は、コンピューティングデバイスとすることができ、コンピューティ
ングデバイスは、関心地点(POI)の検索要求を処理するための手段と、各々がデータソー
スの優先度を有する複数のデータソースを識別するための手段であって、複数のデータソ
ースは、第1の参照先ソース、第1の構造化知識ベースおよび第1の個々のウェブサイトの
少なくとも2つを含む、識別するための手段と、POI検索要求と関連するメタデータを求め
て複数のデータソースに照会するための手段であって、照会順序が、複数のデータソース
の各々についてのデータソースの優先度に基づく、照会するための手段と、複数のデータ
ソースの各々についての少なくとも1つのソース品質を測定するための手段と、複数のデ
ータソースに照会したのに応答して、POI検索要求に一致する、複数のデータソースから
のメタデータ入力を受け取るための手段と、言語解析モジュールを使用して複数のデータ
ソースからのメタデータ入力をマージし、それによって複数のデータソースからマージさ
れたメタデータを生成するための手段と、マージされたメタデータを使用して、POI検索
要求に応答するための手段と、複数のデータソースの各々についての少なくとも1つのソ
ース品質を使用して、複数のメタデータのソースについてのデータソースの優先度をアッ
プデートするための手段とを含む。
【００１８】
　様々な実施形態によるコンピューティングデバイスの代替実施形態は、複数のデータソ
ースの各データソースについてのデータソースの優先度を、ユーザ入力からアップデート
するための手段と、複数のデータソースと通信状態にあるマルチスレッドのユーザ照会を
生成するための手段とをさらに含むことができる。様々な実施形態によるコンピューティ
ングデバイスの代替実施形態は、各データソースから受け取ったメタデータの正しさを識
別することによって、複数のデータソースの各々のソース品質を測定するための手段をさ
らに含むことができる。
【００１９】



(10) JP 2016-517567 A 2016.6.16

10

20

30

40

50

　コンピューティングデバイスの追加の実施形態は、関心地点(POI)の検索要求を処理す
るための手段と、各々がデータソースの優先度を有する複数のデータソースを識別するた
めの手段であって、複数のデータソースは第1の参照先ソース、第1の構造化知識ベースお
よび第1の個々のウェブサイトの少なくとも2つを含む、識別するための手段と、POI検索
要求と関連するメタデータを求めて複数のデータソースに照会するための手段であって、
照会する順序が複数のデータソースの各々についてのデータソースの優先度に基づく、照
会するための手段と、複数のデータソースの少なくとも1つについての少なくとも1つのソ
ース品質を測定するための手段とを含むことができる。
【００２０】
　コンピューティングデバイスの別の実施形態は、複数のデータソースに照会したのに応
答して、POI検索要求に一致する、複数のデータソースからのメタデータ入力を受け取る
ための手段と、複数のデータソースからのメタデータ入力をマージして、複数のデータソ
ースからマージされたメタデータを生成するための手段と、マージされたメタデータを使
用してPOI検索要求に応答するための手段と、複数のデータソースの少なくとも1つについ
ての少なくとも1つのソース品質を使用して、データソースの少なくとも1つについてのデ
ータソースの優先度をアップデートするための手段とをさらに含むことができる。
【００２１】
　コンピューティングデバイスの別の実施形態は、複数のデータソースに照会したのに応
答して、POI検索要求に一致する、複数のデータソースからのメタデータ入力を受け取る
ための手段と、言語解析モジュールを使用して複数のデータソースからのメタデータ入力
をマージし、それによって複数のデータソースからマージされたメタデータを生成するた
めの手段と、マージされたメタデータを使用してPOI検索要求に応答するための手段と、
複数のデータソースの少なくとも1つについての少なくとも1つのソース品質を使用して、
データソースの少なくとも1つについてのデータソースの優先度をアップデートするため
の手段とをさらに含むことができる。
【００２２】
　コンピューティングデバイスの別の実施形態は、複数のデータソースが、第1の参照先
ソースおよび第1の構造化知識ベースを含む場合、さらに機能することができ、第1の参照
先ソースについてのデータソースの優先度は、第1の構造化知識ベースについてのデータ
ソースの優先度より高く、複数のデータソースに照会するステップは、POI検索要求と関
連するメタデータを求めて第1の参照先ソースに照会するための手段と、第1の参照先ソー
スに照会した後、POI検索要求と関連するメタデータを求めて第1の構造化知識ベースに照
会するための手段とを含む。
【００２３】
　コンピューティングデバイスの別の実施形態は、第1の参照先ソースの応答時間を測定
するための手段と、第1の構造化知識ベースの応答時間を測定するための手段とをさらに
含むことができる。コンピューティングデバイスの別の実施形態は、複数のデータソース
が、第1の個々のウェブサイトをさらに含む場合、機能することができる。
【００２４】
　コンピューティングデバイスの別の実施形態は、第1の参照先ソース、第1の構造化知識
ベースおよび第1の個々のウェブサイトからの相矛盾するメタデータ入力を識別し、POI検
索要求に応答するのに先立ち、マージされたメタデータから相矛盾するメタデータ入力を
除去するための手段をさらに含むことができる。
【００２５】
　コンピューティングデバイスの別の実施形態は、第1の参照先ソースおよび第2のオンラ
イン参照先ソースに照会するための手段と、第1の参照先ソースの第1の個々のPOIメタデ
ータおよび第2のオンライン参照先ソースからの第2の個々のPOIメタデータから個々のPOI
を識別するための手段と、個々のPOIに対して第1のPOIに適合するメタデータ、および第1
の個々のPOIメタデータおよび第2の個々のPOIメタデータからの個々のPOIに対して第1のP
OIと相矛盾するメタデータを識別するための手段と、第1のPOIに適合するメタデータを使
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用し、第1のPOIと相矛盾するメタデータを除去し、それによって第1の個々のPOIのマージ
されたメタデータを生成するための手段と、第1の構造化知識ベースに照会するのに先立
ち、第1の個々のPOIのマージされたメタデータを用いてPOI検索要求に応答するための手
段とをさらに含むことができる。
【００２６】
　コンピューティングデバイスの別の実施形態は、第1の構造化知識ベースの第3の個々の
POIメタデータから個々のPOIを識別するための手段と、個々のPOIに対して第2のPOIに適
合するメタデータ、および第1の個々のPOIのマージされたメタデータおよび第3の個々のP
OIメタデータから個々のPOIに対して第2のPOIと相矛盾するメタデータを識別するための
手段と、第2のPOIに適合するメタデータおよび第2のPOIと相矛盾するメタデータを使用し
て、第1の個々のPOIのマージされたメタデータをアップデートし、それによって第2の個
々のPOIのマージされたメタデータを生成するための手段と、第2の個々のPOIのマージさ
れたメタデータを用いてPOI検索要求に応答することによって、POI検索要求への応答をア
ップデートするための手段とをさらに含むことができる。
【００２７】
　コンピューティングデバイスの追加の実施形態は、POI検索要求に一致する、複数のデ
ータソースからのメタデータ入力を識別するステップが、複数のデータソースに照会した
のに対する応答を受け取るステップであって、応答は個々のPOIメタデータを含む、受け
取るステップと、応答が受け取られたとき時間の経過につれて、言語解析モジュールを使
用して各個々のPOIに対して適合するメタデータおよび相矛盾するメタデータを識別する
ことによって、マージされたメタデータをアップデートするステップとを含む場合、機能
することができ、マージされたメタデータを使用してPOI検索要求に応答するステップは
、応答が受け取られ、マージされたメタデータが時間の経過につれてアップデートされた
とき、複数のマージされたメタデータの更新データを伝達するステップを含む。
【００２８】
　コンピューティングデバイスのまたさらなる実施形態は、マージされたメタデータ中に
各個々のPOI結果に対して適合するメタデータを含め、マージされたメタデータから相矛
盾するメタデータを除外するための手段と、照会への応答が受け取られたときマージされ
たメタデータがアップデートされるたびに、マージされたメタデータの更新データを通信
するための手段とを含むことができる。
【００２９】
　別の代替実施形態は、コンピューティングデバイスとすることができ、コンピューティ
ングデバイスは、ワイヤレス通信モジュールと、ワイヤレス通信モジュールに結合される
メモリと、ワイヤレス通信モジュールおよびメモリに結合されるプロセッサとを含み、プ
ロセッサは、各々がデータソースの優先度を有する複数のデータソースを識別し、ただし
複数のデータソースは、第1の参照先ソース、第1の構造化知識ベースおよび第1の個々の
ウェブサイトの少なくとも2つを含む、およびPOI検索要求と関連するメタデータを求めて
複数のデータソースに照会し、ただし照会順序が複数のデータソースの各々についてのデ
ータソースの優先度に基づく、そして複数のデータソースの各々についての少なくとも1
つのソース品質を測定し、かつ、複数のデータソースの各々についての少なくとも1つの
ソース品質を使用して、複数のメタデータのソースについてのデータソースの優先度をア
ップデートする。
【００３０】
　様々な具体的な実施形態が述べられているが、当業者は、様々な実施形態の要素、ステ
ップおよび構成要素が、本明細書の範囲内に留まりながら、代替の構造で構成することが
できることを理解されるであろう。また、追加の実施形態は、本明細書の記述を考慮する
と明らかになるはずであり、したがって本記述は、具体的に述べる実施形態だけに言及す
るものでなく、本明細書に述べる機能または構造が可能であるいずれかの実施形態に言及
するものである。
【００３１】
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　本開示の態様は、例として例示されている。添付図では、同様の参照番号は、同様の要
素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】1つまたは複数の実施形態を具体化することができるシステムの簡単化した図で
ある。
【図２】1つまたは複数の実施形態によって動作することができる、1つの可能性がある方
法の態様を例示する図である。
【図３】1つまたは複数の実施形態によって使用することができるデバイスの簡単化した
図である。
【図４】1つまたは複数の実施形態によって動作することができる、1つの可能性がある方
法の態様を例示する図である。
【図５】様々なシステムおよびデバイスの1つまたは複数の実施形態の態様とともに使用
することができるコンピューティングデバイスの1つの可能性がある実施形態を例示する
図である。
【図６】様々なシステムおよびデバイスの1つまたは複数の実施形態の態様とともに使用
することができるネットワークの1つの可能性がある実施形態を例示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本開示の態様は、関心地点コンピューティング技術のためのネットワーク化検索に関す
る。具体的には、関心地点の検索の一部として、データプロバイダを分類し組織化する際
に使用するためのシステム、デバイスおよび方法が述べられている。追加の実施形態は、
関心地点(POI)の検索を向上させるために、フィードバックおよび性能解析とともに、こ
の編成を使用することを述べる場合がある。
【００３４】
　たとえば、1つの可能性がある実施形態では、実施形態によるシステムを使用する人は
、食事をする場所を求めて検索したい自動車の乗客とすることができる。このシステムの
ユーザは、携帯電話を使用してPOI検索要求を生成することができ、POI検索要求は、フレ
ーズ「近くの食事する素敵な場所」を含んでいる。次いで、携帯デバイスは、要求とユー
ザの現在場所を統合して、POI検索要求を、その要求を処理することができるサーバに伝
達することができる。
【００３５】
　サーバにおいて、言語解析モジュールは、提示場所に近い「食事する素敵な場所」を求
める検索を処理して、検索フレーズの言語解析モジュールによる解釈によって決定される
ような、ある特性を有するレストランを識別することができる。サーバは、そのような検
索に関連する関心地点を識別することができる、多数の可能性があるデータソースに対し
てアクセスすることができる。応答を提供する前にあまりにも長い時間を取ることを避け
るために、サーバは、データソース品質のメトリックを用いて可能性があるデータソース
に優先順位を付けることができる。システムは、言語解析モジュールを用いてPOI検索要
求を解釈した後、優先度がもっとも高いデータソースから始めて、データソースに一連の
照会を送り始めることができる。
【００３６】
　異なるデータソースが異なる待ち時間で応答することがあるので、照会への応答は、す
べて同じ時間に受け取ることができない。システムは、すべての照会に応答されるのを待
つ代わりに、データソースからPOIメタデータが受け取られたとき、それを取り、応答デ
ータのストリームを用いてPOI検索要求に応答することができる。ますます多くの結果が
サーバで受け取られるのにつれて、各関心地点に関するメタデータは、マージすることが
でき、各関心地点に対して適合する、または相矛盾するメタデータは、マージされたメタ
データを生成するために使用することができる。次いで、検索の間に識別された各POIに
ついての更新データは、マージされたメタデータが生成されたとき、ユーザにストリーム



(13) JP 2016-517567 A 2016.6.16

10

20

30

40

50

することができる。
【００３７】
　さらに、異なるデータソースからの応答がサーバで受け取られたとき、応答がそれから
受け取られた各データソースと関連する品質を測定することができる。たとえば、照会の
特定のデータソースへの伝達からそのデータソースからの応答の受け取りまでの総時間は
、データソース品質として測定することができる。さらに、情報の量または品質は、デー
タソース品質として測定することができる。データソース品質を決定するためのこの解析
は、応答が受け取られたとき、リアルタイムで行うことができる、または効率的にリソー
スを使用するために、その後で解析することができる。
【００３８】
　それ故、そのような可能性がある実施形態によるシステムは、品質に基づき階層的に組
織化されたデータソースからPOI検索データを加速的に提供することができ、システムは
、データソース品質を連続的に測定し、アップデートするためのものである。
【００３９】
　本明細書に述べるように、「関心地点(POI: point of interest)」は、記述子のセット
に一致する個々の物理的な場所である。そのような関心地点は、住所、座標または地図上
の表示を使用して、その物理的な場所に従って記述することができ、そして、さらに、場
所の細部を記述する多岐にわたるメタデータと関連付けることができる。たとえば、レス
トラン、ミュージアム、固定場所の像、標識またはいずれかの他のそのような場所は、関
心地点と見なすことができる。ある実施例では、移動式屋台などの関心地点は、たとえそ
れが特定の場所に永久に定置されていないとしても、関心地点と見なすことができる。
【００４０】
　「関心地点の検索要求」は、関心地点を識別するために使用することができる記述子、
フレーズ、質問またはユーザ入力のセットを指す。たとえば、「レストラン」、「化粧室
」、「レンタカー店」および/またはいずれかの他のそのような記述子は、検索要求の一
部として関心地点を識別するために使用することができる。
【００４１】
　「関心地点のメタデータ」および「メタデータ」は、本明細書で使用するとき、個々の
関心地点を記述し、そして関心地点が単一検索要求に対応するとき、個々の関心地点を互
いに区別することができる特性を指す。たとえば、POIメタデータは、住所、電話番号、
開店時間、提供される食べ物/飲み物、食べ物のタイプ、値段、ユーザの批評、物理的な
記述などを含むことができる。
【００４２】
　「データソース」は、個々のPOIと関連するメタデータを格納するコンピューティング
デバイスを指す。データソースは、さらに、構造、名称、体裁、品質、オペレータおよび
/またはデータソースのいずれかの他の属性に基づき区別することができる。
【００４３】
　「マージされたメタデータ」は、個々の関心地点を記述するメタデータの単一セット中
に集約される、複数のデータソースからのメタデータを指す。そのようなメタデータをマ
ージするために使用されるプロセスは、相矛盾するメタデータデータを除外することがで
きる、またはメタデータがそれから受け取られたデータソースの信用性に基づきメタデー
タに対して信頼水準を設定することができる。メタデータをマージするためのプロセスの
態様は、ユーザの好みおよび前の検索からのフィードバックに基づき設定することができ
る。特定のPOIに関し1週間前の更新データを有する参照先ソースおよびPOIのための個々
のウェブサイトの両方が、POIに対して電話番号を識別し、しかるに知識ベース中の2年前
の入力が別個の電話番号を識別した場合、マージされたメタデータは、最初の2つソース
からの適合するメタデータを含み、知識ベースからの相矛盾するメタデータを排斥するこ
とができる。他の実施形態では、すべてのそのようなメタデータは、排斥することができ
る、またはすべてのそのようなメタデータは、マージすることができ、不一致の細部が、
ユーザまたはシステムの設定に基づきマージされたメタデータ中に含まれている。そのよ
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うなマージされたメタデータの追加の記述は、以下に述べる。
【００４４】
　「適合するメタデータ」は、本明細書で使用するとき、他のメタデータと一致する、ま
たはそれを裏付ける、複数のデータソースからのメタデータを指す。そのようなメタデー
タは、他の適合するメタデータの正確な複製物である必要はないが、単に、POI検索コン
ピュータまたはルールエンジンによって解析し、識別することができる方法でそれとなく
、または推論によって、メタデータの別の一部が正しいという可能性を高めるメタデータ
であればよい。
【００４５】
　他方では、「相矛盾するメタデータ」は、メタデータの別の一部が正しいという可能性
を低下させるメタデータである。他のメタデータを直接否定するメタデータは、相矛盾す
るメタデータである。たとえば、場所は特定の時間閉ざされていることを述べるメタデー
タの一部と、一方その場所は、それと同じ時間開いていることを述べるメタデータの別の
一部は、相矛盾するメタデータである。直接相矛盾していないメタデータであるが、解析
的な推論によって、メタデータの別の一部が本当であるという可能性を低下させるメタデ
ータは、また、相矛盾するメタデータであり得る。
【００４６】
　「データソース品質」は、データソースからの応答に関する情報を指す。応答時間また
は照会の伝達から応答の受け取りまでの時間は、1つの可能性があるデータソース品質で
ある。ソースからの役立つデータのボリュームを測定するデータ量またはデータソースが
照会に応答して平均してどれくらいデータを提供するのかは、別のデータソース品質とす
ることができる。また、データソースから受け取ったデータの正しさは、別のデータソー
ス品質とすることができる。そのような品質は、応答時間測定の場合など、データソース
からの応答の受け取り時に直ちに評価することができる。正しさおよび完全性の品質は、
追加の解析を必要とする場合があり、そして時間の経過につれた多くの応答の測定および
解析に依存することがある。
【００４７】
　「データソースの優先度」は、データソースに情報を要求するとき使用する、いつおよ
び順序が何であるのかを決定するためのデータソース品質情報に基づくメトリックを指す
。そのような優先度は、データソース品質情報の解析によって生成される番号として設定
することができる。たとえば、平均応答時間は、データソースの優先度として直接使用す
ることができ、より短い応答時間は、データソースへの照会の順序付けでより早い優先度
として指定される。他の実施形態では、ユーザは、好ましいデータソースを選択すること
ができ、この好みは、さらに、完全性、正しさの測定および応答時間測定と統合し、それ
によって重み付け式を使用して各データソースについてのデータソースの優先度を生成す
ることができる。追加の実施形態は、データソースからの特定のメタデータの他の相対的
な値を用いて応答時間に重み付けるために、特定のデータソースまたはいずれかの他のそ
のようなシステムと関連するコストを測定することができる。
【００４８】
　関心地点(POI)の検索のための標準場所情報サービスは、ネットワーク上の単一ソース
またはデータプロバイダからPOIメタデータを検索する。そのような検索によって検索さ
れたPOIメタデータは、たとえば、住所、電話番号、開店時間、提供される食べ物/飲み物
などを含むことができる。Google Places(商標)、Yelp.com(商標)およびOpenStreetMap(
商標)は、すべてこのメタデータを提供するサービスの実施例である。しかし、たとえい
くつかのデータプロバイダが、正確でよく維持されたメタデータを提供するとしても、ど
こも個々のPOIのために包括的で矛盾のない情報を提供しない。たとえば、Google Places
は、所与のレストランに関し開店時間を見つけるためのメタデータを含むことができるが
、そのレストランで提供される食べ物のタイプを記述する正確なメタデータは、クラウド
ソースのOpenStreetMap(商標)など、別個のデータプロバイダによって、またはレストラ
ンのウェブサイト上にリストアップされる可能性がある。また、メタデータのフォーマッ
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トおよびセマンティックスは、そのような異なるデータソースにわたって同質ではない。
たとえば、あるデータソースがPOI住所を提示することができるが、これは、「住所」ま
たは「場所」など、異なるラベルによって識別される恐れがある。また、いくつかのデー
タソースは、単一ストリング中で全住所を使用することができる一方で、他のデータソー
スは、それを各部分に分割している(番号、通り、郵便番号、国)。同じことが、電話番号
または代わりの地名など、他の情報についても言える。最後に、異なる領域中における、
かつ異なるデータプロバイダによるPOIカバリッジは、メジャーのプロバイダについてさ
え、極めて変わりやすい恐れがある。特定の課題が、複数の業種を含む大型ショッピング
モール/ショッピングセンタを扱う際、持ち上がる。この場合、メジャーな業種(たとえば
、スーパーマーケット)を、1つ、またはいくつかだけ、いくつかのデータプロバイダが、
関心地点として、たとえ他の設備(たとえば、スーパーマーケットコンプレックスに付随
する車両の燃料補給所)が利用できるとしても、リストアップしている可能性がある。
【００４９】
　さらに、検索される物理的な場所または関心地点に直接関係がある実在物が、そのよう
な検索を組織化していない恐れがあるので、そのような検索のために利用できるデータの
量および品質は、大幅に変動する恐れがあり、多種多様の可能性があるソースに基づく場
合がある。業種が移る、または変わるにつれて、いくつかのソースからのデータは、特定
の関心地点に関して期限切れである恐れがある。複数のソースからのデータを統合するこ
との複雑さ、および関心地点に関する情報を要求するとき、ユーザが示すことがある固有
の要求が原因で、
【００５０】
　図1は、POIメタデータの検索の際、データプロバイダの階層的編成のためのシステムの
一実施形態を記述する。図1のシステムは、デバイス110、ユーザ101、POI検索コンピュー
タ120および複数のデータソース155を含む。デバイス110は、セル方式携帯電話、ラップ
トップコンピュータ、タブレットコンピュータ、デスクトップコンピュータ、自動車場所
支援デバイス、またはユーザ101からの入力を受け取り、POI検索要求112を生成し、そし
てPOI検索要求112をPOI検索コンピュータ120に伝達することが可能であるいずれかのデバ
イスなど、いずれかのコンピューティングデバイスとすることができる。
【００５１】
　図1の実施形態は、追加の処理および照会が別個のPOI検索コンピュータ120において実
施されている状態で、デバイス110上で生成される検索を示しているが、図3によって示す
実施形態など、代替実施形態では、処理、言語解析および照会は、デバイス110によって
実施することができ、デバイス110は、基本的にデバイス110およびPOI検索コンピュータ1
20を単一コンピューティングデバイスに統合したものである。
【００５２】
　POI検索コンピュータ120は、POI検索処理および品質測定モジュール130と、言語解析モ
ジュール150と、メタデータ通信モジュール140とを含む。モジュール130は、デバイス110
からのPOI検索要求112を含む、POI要求をPOI検索コンピュータ120に送るデバイスのいく
つか、またはすべてとの通信を管理するように機能することができる。ある実施形態では
、モジュール130は、まず、関心地点を求める検索を管理し、次いで、複数のデータソー
スから追加のメタデータを求める検索を管理することができ、一方他の実施形態では、モ
ジュール130は、関心地点および関連するPOIメタデータを求める検索を、一体化された検
索として管理するように機能することができる。さらに、様々な実施形態では、また、言
語解析は、POI検索要求に対応する、個々のPOIの識別の一部として、受け取ったPOI検索
要求に対して使用することができる。
【００５３】
　ユーザからのPOI検索要求がモジュール130によって処理されるとき、POI検索要求112な
ど、各POI検索要求は、複数の異なるデータソースへの照会を生成するために使用される
。モジュール130がPOI検索要求112を処理するとき、適切なデータソース155が識別される
。ある実施形態では、データソースの少なくとも一部は、すべてのPOI検索要求に対して
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標準化することができ、一方他の実施形態では、データソースの全部のセットは、個々の
POI検索要求の解析に基づきカスタマイズし、決定することができる。この一部として、
データソース155は、POI検索コンピュータ120が利用できるすべてのデータソースのサブ
セットとすることができる、またはPOI検索コンピュータ120のために利用できるデータソ
ースのすべてを含むことができる。
【００５４】
　さらに、また、モジュール130は、POI検索コンピュータ120が利用できるデータソース
の各々についてのデータソースの優先度を格納する、またはアクセスする、いずれかを行
う。そのようなデータソースの優先度は、多くのファクタに基づくことができる。1つの
可能性がある実施形態では、データソースの優先度は、照会を発行する際、応答速度に優
先順位を付けるために、応答時間の予期された、または測定された履歴だけに基づく。他
の実施形態では、複数のファクタの重み付け式は、各データソースについてのデータソー
スの優先度値を生成するために使用することができる。ファクタの実施例の非限定セット
は、過去のメタデータの応答量、過去のメタデータの応答品質、メタデータと関連するコ
スト、ユーザ設定の重み付けファクタ、またはいずれかの他のそのようなファクタを含む
ことができる。ユーザ設定の重み付けファクタの実施例は、あるデータソースを使用しな
い、またはあるタイプのメタデータが識別される、または個々のPOIについてのあるレベ
ルの信頼性で識別されるまで、個々のPOIに対するいずれかの応答を見ないという選択を
含むことができる。
【００５５】
　照会および優先度がモジュール130によって識別された後、次いで、システムは、照会
および優先度132をメタデータ通信モジュール140に伝達することができる。このモジュー
ル140は、複数の照会がデータソース155に渡されるとき、関連する優先度に基づき、複数
の照会の通信を管理するように機能することができる。ある実施形態では、メタデータ通
信モジュール140は、データソースの優先度によって識別された順序を使用しながら、マ
ルチスレッドの照会を生成するように機能することができる。代替実施形態では、この照
会の通信は、異なる方法で管理することができる。1つの可能性がある実施形態では、照
会は、照会および優先度132に基づき、できるだけ迅速に、個々のデータソースに送るこ
とができる。しかし、そのようなシステムは、同時に、過剰な数の照会が送られる、およ
び/または過剰な数の応答が受け取られる場合、ボトルネックの問題を引き起こす恐れが
あり、そしてまた、単一検索と関連する多数の照会が送られたとき、完全に負荷をかけら
れたシステム中に問題を引き起こす恐れがある。代替実施形態では、各照会は、優先度レ
ベルに基づき個々に送ることができ、モジュール140は、追加の照会を送るのに先立ち、
応答を待っている。そのような実施形態は、特定の応答がストールする、またはデータソ
ース155によって中断される場合の用心に、タイムアウトを含むことができる。同様の実
施形態では、応答が受け取られる前に、ある数の照会を送ることができ、新しい照会は、
応答が受け取られたときいつでも送られる。たとえば、5つの照会を送ることができ、6番
目の、およびそれに続く照会は、応答が受け取られたとき、送られる。ある実施形態では
、十分なデータが、照会のいずれかの1つ(または前の照会からのメタデータの蓄積)から
受け取られた場合、さらに照会することは、停止することができ、データがユーザに提示
される。
【００５６】
　またさらなる実施形態では、データソース155は、さらに、分類してグループにまとめ
ることができる。そのようなグループ分けの1つの可能性がある実施例は、参照先ソース1
60などの参照先ソース、構造化知識ベース170などの構造化知識データベースおよび個々
のウェブサイトソース180などの個々の場所のグループ分けである。参照先ソースは、た
とえば、市販のデータベース、オンラインの旅行ガイド、オンラインの名所ガイド、市販
のクラウドソーシングのデータベース、または標準知識の他のそのような公的なソースと
することができる。構造化知識ベースは、OpenStreetMap(商標)またはGoogle Places(商
標)など、オンラインディレクトリを含むことができる。そのような構造化知識ベースは
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、クラウドソース、専門家による編集および維持、またはその2つの組合せによるものと
することができる。そのような構造化知識ベースは、パスワードで保護することができる
、または情報に対するアクセスを減速させることができる方法で提供される情報へのアク
セスに対する支払条件を含む場合がある。個々のウェブサイトは、個々の関心地点を記述
する1つまたは複数の公的に利用できる独立型のウェブサイトとすることができる。その
ようなウェブサイトは、関心地点の業界またはオーナによって、または、データベース、
知識ベースまたはガイドの一部としてではなく、それ自体のウェブサイト中で関心地点を
記述する目的でウェブサイトを創立する第三者の公的な個人によって、創立および運営す
ることができる。そのようなサイトは、個々の関心地点と関連するメタデータを識別する
ために、個々に構文解析する、またはデータをかき集めることができる。
【００５７】
　そのような方法でのデータソースのグループ分けは、照会をデータソースに伝達する際
に追加の順序付けができるようにすることができる。たとえば、一実施形態では、あるカ
テゴリにグループ分けされたデータプロバイダは、デフォルトのデータソースの優先度を
与えることができる。あるカテゴリのすべてのデータプロバイダは、すべてのそのような
データソースが、異なるカテゴリからのすべてのデータソースより優先度が高くなるよう
に、所定の優先度帯に入れることができる。次いで、データソースは、カテゴリ内のそれ
らの優先度による順番で照会される。各個々のソースは、グループ内で優先度が変動する
ことができ、この優先度は、個々のデータソースの性能が変化するとき時間の経過につれ
て、変動することができる。
【００５８】
　別の可能性がある実施形態では、各カテゴリについてもっとも優先度が高いデータソー
スは、最初に照会することができる。たとえば、もっとも優先度が高い参照先ソースは、
照会162として最初に照会することができる。応答がメタデータ164として受け取られた後
、もっとも優先度が高い構造化知識ベースは、照会172として照会することができる。応
答メタデータ174が受け取られた後、もっとも優先度が高い個々のウェブサイトは、照会1
82として照会することができる。応答メタデータ184が受け取られた後、データソースへ
の追加の照会は、グループにかかわらず全体的な品質の順序で続行することができる。
【００５９】
　そのような実施形態では、システムは、まず、モジュール140で参照先ソース160からメ
タデータ164を受け取ることになる。次いで、メタデータ164は、応答時間など、メタデー
タ164と関連する品質データとともにモジュール130に送ることができる。システムは、応
答190の一部として、メタデータ164を使用してPOI検索要求112に対して直ちに応答するこ
とができる。代替実施形態では、システムは、マージされたメタデータが生成されるのを
待つことができる。応答が、他のメタデータとのいずれかの融合の前に、メタデータ164
を使用して送られることになる場合、言語解析モジュール150は、メタデータ164を解析し
て、メタデータ164中の情報を定義済のシステムのカテゴリと関連付けることができる。
たとえば、メタデータ164は、「住所」として分類された場所情報を含むことができ、一
方システムは、以下に述べるような「場所」識別子を付与されたそのような情報を識別す
ることができる。
【００６０】
　この実施例では、メタデータ174がモジュール130において後で受け取られ、そして言語
解析モジュール150に送られたとき、マージされたメタデータは、メタデータ164をメタデ
ータ174と統合することによって生成することができる。異なるデータプロバイダによっ
て検索されたメタデータは、セマンティック的に変動することがある。これは、POIに対
する住所が、参照先ソース160によって「住所=X」として、構造化知識ベース170によって
「場所=Y」として、XおよびYが同じ値であるにもかかわらず、参照される恐れがあること
を表す。POIタイプは、1つのデータソース中の映画館について「タイプ=映画館(Cinema)
」とすることができるが、異なるデータソースによって「タイプ=映画館(Movie Theatre)
」として分類されることがある。これらのセマンティックな差を調和させるために、言語
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解析モジュール150は、語彙または類語辞典をコード化する言語オントロジを使用するこ
とができる。
【００６１】
　そのようなオントロジは、オントロジネットワーク(またはグラフ)上で走る相似性アル
ゴリズム(またはグラフ)を通じて相似性を見出し、メタデータ入力を一致させるために使
用することができる(たとえば、映画館(Cinema)は映画館(Movie Theatre)と同様であると
見なされるはずである)。2つの同様の入力が識別された場合、システムは、入力値の値を
比較することができる、つまり値が同じである場合に備えて(たとえば、上記でX=Yである
場合)、Xはそのまま返すことができる。そうでなければ、XがYに等しくない場合、ストリ
ング/値の相似性アルゴリズムは、2つの値がどのように相似しているのかを検出するため
に使用することができる。それらが相似している場合、どちらかを返すことができ、そう
でなければ、値は、つじつまが合わず、それらは相矛盾するメタデータとして捨てること
ができる。
【００６２】
　メタデータがマージされた後、マージされたメタデータは、応答190としてデバイス110
に送られる。応答が、メタデータ164だけを使用して前に送られていた場合、マージされ
たメタデータは、マージされたメタデータの更新データとして送ることができる。これは
、完全なマージされたメタデータを送り、前に送られたメタデータと取り換えることがで
きる。あるいは、マージされたメタデータの更新データは、デバイス110に送られた前の
メタデータからの変更分だけを含むことができる。
【００６３】
　この実施例では、メタデータ184など、追加のメタデータが受け取られ、処理され、そ
してマージされたとき、追加のメタデータの更新データは、デバイス110に送ることがで
きる。異なるグループに属するメタデータは、異なる時間に返されることになる、という
のは、データソースが異なる時間に応答するからであり、ある照会が、前の応答の受け取
りによってゲートされる恐れがある。初期応答190は、デバイス110にユーザ101のためのP
OI要約を迅速に与えるために使用することができ、さらに、追加のメタデータが、ネット
ワークを通じて検索されている。より多いメタデータが利用できる状態になった場合、デ
バイス110上のインターフェースは、アップデートされたマージされたメタデータとして
、受け取った追加の情報を提示するように適合させる。ある実施形態では、いずれかの時
点で、ユーザは、アップデートされたマージされたメタデータのストリームを中断して、
追加の更新データの受け取りを中止させることができる、またはユーザは、すべてのメタ
データが表示されるのを待つ必要なしに、すべてのマージされたメタデータを受け取り時
に直ちに示してもらうように選ぶことができる。
【００６４】
　さらに、メタデータの受け取り中、またはその後のいずれかの時点で、モジュール130
は、個々のPOIに対する照会に関する品質測定をできるようにする、または管理するよう
に機能することができる。たとえば、各応答メタデータおよびソース品質データメッセー
ジ188がモジュール130に伝えられたとき、モジュールは、ソース品質データを識別し、ソ
ース品質を直ちにアップデートすることができる。そのデータソースへの後に続く照会は
、アップデートされたソース品質を使用することができる。たとえば、データソースの優
先度が応答時間のメトリックのセットに基づくシステム中で、ソース品質データが応答時
間である場合、システムは、応答時間のメトリックおよび関連するソース優先度の格付け
を直ちにアップデートすることができる。あるいは、ソース品質データは、格納し、後で
解析してデータソースの優先度をアップデートすることができる。
【００６５】
　さらに、ある実施形態では、メタデータそれ自体は、ソース品質データと見なすことが
できる。そのような実施形態では、メカニズムは、メタデータの値を評価するように設定
することができる。たとえば、ユーザのフィードバックまたは品質制御は、特定のソース
からのメタデータが正しくないときを識別することができる。そのようなシステムは、さ



(19) JP 2016-517567 A 2016.6.16

10

20

30

40

50

らに、特定のデータソースからのメタデータが、他のソースからのメタデータと矛盾した
とき、またはデバイス110からのユーザのフィードバックによってメタデータが誤ってい
たことが示されたとき、批評または表示を生成するように自動化することができる。シス
テムのフィードバックは、特定のデータソースからのメタデータが間違っていると識別さ
れた頻度に基づき、ソース品質の格付けまたは重みを識別することができ、そしてデータ
ソースの優先度は、そのような格付けに基づくことができる。
【００６６】
　追加の実施形態では、上記に述べたメカニズムは、いずれかのコンピューティングデバ
イス内のルールエンジンまたはルールモジュール内のルールのセットとして実現すること
ができる。データプロバイダのグループ分けおよび優先順位付けは、ルール顕著性を適切
に使用することによって実現することができる。また、メタデータに対するルールをマー
ジし調整することは、ルールエンジンの知識ベース内で実施することができ、それは、上
記に述べたような言語解析を含むことができる。したがって、ルールエンジンは、測定さ
れたデータソース品質から決定された優先度に基づきデータソースを順序付けるために、
上記に述べたようなルールを適用するモジュールまたは機能要素のセットを含むことがで
きる。
【００６７】
　さらに、単一POI検索要求は、単一検索要求に適切に対応する複数の関心地点を識別す
ることができることを理解されよう。したがって、上記に述べたシステムおよび方法は、
単一データソースから複数のPOIに関するメタデータを同時に要求することができる。1つ
の可能性がある実施形態では、POIについての初期検索は、モジュール130によって実施さ
れる、またはPOI識別システムとともにモジュール130によって管理される。一度十分な数
のPOIが識別されると、識別された各個々のPOIに関する照会およびメタデータ応答は、メ
タデータ通信モジュール140を通じて管理される。個々のPOIについてのそのような照会は
、グループ分けし、そして一緒に送ることができるが、しかし、また、個々のPOIに関す
る情報を求める照会を含むことができる。個々のPOIについてのメタデータを有する応答
は、同様に、別々にまたはグループとして受け取ることができ、次いで、個々のPOIに関
するメタデータは、言語解析モジュール150を用いてマージすることができる。
【００６８】
　代替実施形態では、POIは、始めは、モジュール130によって識別することができない。
その代り、データソースへの最初の照会は、POI検索要求112中の情報に基づくことができ
る。次いで、個々のPOIは、メタデータ164、174および184など、応答メタデータを使用し
て、モジュール130によって識別することができる。次いで、メタデータは、言語解析モ
ジュール150を使用してマージすることができるが、そのような実施形態では、追加の照
会は、応答メタデータから識別されたPOIを使用して生成することができる。たとえば、
メタデータ164中の参照先ソース160からの応答が、POIを識別した場合、追加の照会は、
識別されたPOIと関連する個々のウェブサイト180からの細部をかき集める、および/また
は構文解析するように作成することができる。個々のウェブサイト180が識別されたとき
、個々のウェブサイト180は、個々のウェブサイトについて識別されたデータソース品質
に基づき、いずれかの他の未処理の照会とともに順に並べることができる。個々のウェブ
サイトについてのデフォルトのソース品質は、そのデータソースをリストの最後に自動的
に置くことができる、または個々のウェブサイトが、初期応答メタデータから欠けている
重要な情報を有していることの表示は、個々のウェブサイトが照会順序の先頭にジャンプ
することになるように、個々のウェブサイトに高いデータソース品質を与えることができ
る。
【００６９】
　上記の様々な記述が、図1の特定の実施形態を参照して述べられているが、述べた実施
形態を含む代替実施形態、さらにまた追加の実施形態は、異なる順序で図1の要素を用い
て機能することができることを、または代替の構造で分離され、マージされ、または組織
化された要素を用いて、上記に述べたような機能をなお果たしながら機能することができ
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ることを理解されたい。
【００７０】
　ここで、図2は、実施形態として働くことができる方法を記述する。図2の方法は、図1
のシステムの要素に関して述べることがあるが、この方法は、さらに、図3のデバイス、
他のコンピューティングデバイス、またはいずれかの要素またはモジュールによって記述
される機能を果たすことができるネットワーク化システムを含む、他の実施形態とともに
機能することができることを理解されたい。
【００７１】
　S202で、メタデータを処理するためのルールエンジンを含むコンピューティングデバイ
スは、POI検索要求を処理する。コンピューティングデバイスは、図1のPOI検索コンピュ
ータ120など、サーバとすることができる、または図3の携帯型デバイス300など、デバイ
スとすることができる。そのような実施形態では、言語解析、POI検索処理およびデータ
ソース品質測定のためのモジュールは、メタデータを処理するためのルールエンジンの一
部と見なすことができる。
【００７２】
　S204で、コンピューティングデバイスは、モジュール130など、検索処理モジュールを
使用して、複数のデータソースを識別する。各データソースは、データソースの優先度値
がシステム中に格納される、またはそのような検索処理モジュールによってアクセス可能
である。上記に述べたように、そのような優先度は、応答時間、ユーザ選択、データ品質
、時間の経過につれてシステムによって測定された過去のデータ、またはいずれかの他の
そのようなデータに基づくことができる。複数のデータソースは、参照先ソース160など
の第1の参照先ソース、構造化知識ベース170などの第1の構造化知識ベースおよび個々の
ウェブサイト180などの第1の個々のウェブサイトを含むグループのセットから選択される
2つを含む、データソースの少なくとも2つの異なるグループまたはタイプを含むことがで
きる。
【００７３】
　S206で、S204からの複数のデータソースは、検索要求と関連するメタデータを求めて照
会される。この照会プロセスは、S204からのデータソース品質に基づく順序でこれらの照
会を作成するように、メタデータ通信モジュール140など、モジュールによって管理する
ことができる。
【００７４】
　S208で、コンピューティングデバイスは、たとえば、メタデータ通信モジュール140に
よって照会への応答を受け取る。マルチスレッドシステムでは、応答は、データソースの
間の性能差のために、照会が送られた順序と異なる順序で受け取ることができる。
【００７５】
　S210で、コンピューティングデバイスは、たとえば、図1のPOI検索および品質モジュー
ル130、または図3のデータソース品質モジュール326を使用して、複数のデータソースの
各々についての、応答時間など、少なくとも1つのソース品質を測定する。
【００７６】
　S212で、コンピューティングデバイスは、複数のソースからのメタデータをマージする
言語解析を使用して、POI検索要求に一致する、複数のデータソースに関するメタデータ
入力を識別することができる。単一言語解析モジュール150が図1に示されているが、様々
な実施形態では、個々の関心地点に関するメタデータ入力の解析は、S202のPOI検索要求
に対応する、各POIに関するメタデータを識別するために、複数の解析システムの組合せ
による複数の異なる方法で解析することができる。
【００７７】
　S214で、コンピューティングデバイスは、たとえば、モジュール130からのマージされ
たメタデータを図1のデバイス110に伝達する、またはPOI検索処理324からのマージされた
メタデータを図3のディスプレイモジュール303上に表示することによって、マージされた
メタデータを使用してPOI検索要求に応答する。
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【００７８】
　S216で、コンピューティングデバイス上に格納された、またはそれがアクセス可能な、
いずれかのデータソースの優先度は、各データソースについての測定されたソース品質を
使用してアップデートされる。このアップデートは、データが受け取られたとき行うこと
ができる、または品質解析のためのコンピューティングリソースが利用できるとき、タイ
ムスケジュールで処理されるバッチ処理で更新データを格納することができる。
【００７９】
　図3は、POI検索のためにデータプロバイダの階層的編成を行うために、本明細書に述べ
る実施形態とともに使用することができる携帯型デバイスの1つの可能性がある実施形態
を例示するブロック図である。システムは、携帯型デバイス300とすることができ、それ
は、スマートフォン、セル方式携帯電話、携帯端末、タブレットコンピュータ、パーソナ
ルメディアプレーヤ、さらにまた同様の、または組み合わせた機能性を提供する、いずれ
か他のタイプの携帯型電子デバイスなど、いずれかの携帯型デバイスとすることができる
。デバイス300は、また、触覚ボタン、電源デバイス(たとえば、バッテリ)、さらにまた
携帯型電子デバイスと通常関連する他の構成要素を含むことができることを認識すべきで
ある。したがって、図3は、限定するものと解釈すべきでない、というのはいくつかの構
成要素が省略されているからである。
【００８０】
　デバイス110が単にPOI検索要求をPOIサーバ120に転送するものとして示されている図1
と対照的に、図3では、携帯型デバイス300は、複数のデータソースからのメタデータをマ
ージするために、処理および言語解析を実施することができる。そのような処理は、図1
のデータソース155など、データソースとネットワーク化された通信状態にある携帯型デ
バイス300上のハードウェア回路構成、ファームウェアまたはソフトウェアモジュールの
いずれかの組合せによって実施することができる。図3では、データソースを編成し、メ
タデータを処理するためのモジュールは、言語解析モジュール322、POI検索処理324、メ
タデータ通信モジュール325およびデータソース品質モジュール326として示されている。
【００８１】
　ある実施形態では、POI検索処理324は、POI検索処理および品質測定モジュール130の機
能と同様の機能を果たすことができる。同様に、ある実施形態では、マルチスレッドのメ
タデータ通信325は、図1のメタデータ通信モジュール140の機能と同様の機能を果たすこ
とができる。図1では、POI検索要求112および応答190は、デバイス110とPOI検索コンピュ
ータ120の間のネットワークを介して通信するが、図3では、そのような要求および応答は
、ユーザ入力モジュール304を介して受け取り、ディスプレイモジュール303を介してユー
ザに出力することができる。
【００８２】
　図3では、これらが、プロセッサ310によって実行されるためにメモリ320中に格納され
た別々のモジュールとして示されているが、様々な実施形態では、これらは、単一アプリ
ケーションとして、または1つまたは複数のプロセッサを備えるコンピューティングデバ
イス上で動作するハードウェア、ソフトウェアおよびファームウェアのいずれかの組合せ
として構造化することができる。いくつかの実施形態では、モジュール321～326の1つま
たは複数は、プロセッサ310によって実行される。これらのモジュールは、バス340上のワ
イヤレス通信モジュール311を介して、またはいずれかの他の許容できる手段を介してデ
ータソースと通信することができる。さらに、データソースを編成しメタデータを処理す
るためのそのようなモジュールは、携帯型デバイス300のオペレーティングシステム323を
使用して、他のアプリケーションモジュール321とともに機能することができる。
【００８３】
　したがって、携帯型デバイス300は、POI検索要求を受け取るためのインターフェースを
含むことができる。これは、マルチスレッドのメタデータ通信モジュール325に渡すこと
ができるPOI、データソースおよびデータソースの優先度を識別するために、POI検索要求
をPOI検索処理に渡すことができる。このモジュールは、ネットワークに接続されたワイ
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ヤレス通信モジュール311を介してデータソースと通信することができ、そして応答メタ
データを受け取ることができる。応答メタデータは、言語解析モジュール322を使用して
マージし、そしてディスプレイモジュール303上でユーザに提示することができる。いく
つかの実施形態では、言語解析モジュール322は、言語解析モジュール150に関して上記で
述べた機能を果たすように構成することができる。ちょうど上記で述べたように、マージ
されたメタデータの更新データは、追加の更新データが受け取られたとき、ディスプレイ
モジュール303上でストリームしアップデートすることができ、そしてユーザの設定およ
び選択は、ユーザ入力に応答して提示または検索の特性を変更する、または調節するよう
に行うことができる。
【００８４】
　図3で示す本実施形態では、デバイス300は、多くの構成要素において動作を実施させる
ための命令を実行するように構成されるプロセッサ310を含み、そしてたとえば、携帯型
電子デバイス内での実装に適した汎用プロセッサまたはマイクロプロセッサとすることが
できる。プロセッサ310は、携帯型デバイス300内の複数の構成要素と通信可能に結合され
る。この通信可能な結合を実現するために、プロセッサ310は、バス340と交わる他の例示
する構成要素と通信することができる。バス340は、携帯型デバイス300内でデータを伝え
るように適合させる、いずれかのサブシステムとすることができる。バス340は、複数の
コンピュータバスとすることができ、データを伝えるために、追加の回路構成を含むこと
ができる。いくつかの実施形態では、バス340は、システムオンチップ(SoC)で実現し、1
つまたは複数のプロセッサのチップおよび/またはコア上の様々な要素または構成要素を
接続する。
【００８５】
　メモリ320は、プロセッサ310に結合することができる。いくつかの実施形態では、メモ
リ320は、短期および長期の両方で記憶し、そして実際にいくつかのユニットに分割する
ことができる。メモリ320は、スタティックランダムアクセスメモリ(SRAM)および/または
ダイナミックランダムアクセスメモリ(DRAM)など、揮発性とする、および/またはリード
オンリメモリ(ROM)、フラッシュメモリなど、不揮発性とすることができる。さらにまた
、メモリ320は、セキュアデジタル(SD)カードなど、リムーバブル記憶デバイスを含むこ
とができる。したがって、メモリ320は、コンピュータ可読命令、データ構造、プログラ
ムモジュールおよび携帯型デバイス300のための他のデータを格納する。いくつかの実施
形態では、メモリ320は、異なるハードウェアモジュール中に分散させることができる。
【００８６】
　いくつかの実施形態では、メモリ320は、複数のアプリケーションモジュール321を格納
する。アプリケーションモジュール321は、プロセッサ310によって実行される特定の命令
を含む。メモリ320は、アプリケーションモジュールをいくつでも格納することができる
。これらのモジュールは、上記で述べたようなPOI検索の際のデータプロバイダの階層的
編成のための1つまたは複数のモジュールをさらに含むことができる。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、メモリ320は、オペレーティングシステム323を含む。オペレ
ーティングシステム323は、アプリケーションモジュール321によって提供される命令の実
行を開始させるように、および/またはハードウェアモジュール301～302を管理するよう
に動作可能とすることができる。オペレーティングシステム323は、デバイス300の構成要
素の至るところで、スレッディング、リソース管理、データ記憶制御および他の同様の機
能性を含む、他の動作を実施するように適合させることができる。
【００８８】
　いくつかの実施形態では、携帯型デバイス300は、複数のハードウェアモジュール301～
302を含む。ハードウェアモジュール301～302の各々は、デバイス300内の物理的なモジュ
ールである。しかし、ハードウェアモジュール301～302の各々は、構造として永久に構成
されるが、ハードウェアモジュール301～302の個々の1つは、具体的な機能を実施するよ
うに一時的に構成する、または一時的に起動することができる。一般的な実施例は、シャ



(23) JP 2016-517567 A 2016.6.16

10

20

30

40

50

ッタ解放および撮影のためにカメラモジュール(すなわち、ハードウェアモジュール)をプ
ログラムすることができるアプリケーションモジュールである。ハードウェアモジュール
301～302の個々の1つは、たとえば、加速度計、Wi-Fiトランシーバ、衛星ナビゲーション
システム受信機(たとえば、GPSモジュール)、圧力モジュール、温度モジュール、オーデ
ィオ出力および/または入力モジュール(たとえば、マイクロフォン)、カメラモジュール
、近接センサ、代替回線サービス(ALS)モジュール、容量性タッチセンサ、近距離無線通
信(NFC)モジュール、ブルトゥーストランシーバ、セル方式トランシーバ、磁気計、ジャ
イロスコープ、慣性センサ(たとえば、加速度計とジャイロスコープを組み合わせたモジ
ュール)、周辺光センサ、相対湿度計、または検知出力を提供する、および/または検知入
力を受け取るように動作可能な任意の他の同様のモジュールとすることができる。いくつ
かの実施形態では、ハードウェアモジュール301～302の1つまたは複数の機能は、ソフト
ウェアで実現することができる。様々な実施形態では、そのようなハードウェアモジュー
ルのいずれかからのデータは、POI検索要求と統合して、可能性がある、適切なPOIを識別
することができる。もっとも簡単な実施例では、いずれかのそのようなセンサからの場所
データは、検索と関連するPOIに対して許容可能な距離で結び付けられるユーザ場所を識
別するために使用することができる。
【００８９】
　デバイス300は、ワイヤレス通信モジュール311など、構成要素を含むことができる。ワ
イヤレス通信モジュール311は、ネットワークおよびアクセスポイントを介して、データ
ソースなど、様々なデバイスから信号を受信するように構成することができる。ワイヤレ
ス通信モジュール311は、図1のPOI検索コンピュータ120など、別のものに信号を送信する
ように構成することができる。ある実施形態では、言語解析またはPOI検索処理など、述
べたいずれかの要素の一部は、携帯型デバイス300と、図1のPOI検索コンピュータ120など
、別個のPOI検索コンピュータとの両方によって実施することができる。
【００９０】
　携帯型デバイス300は、ハードウェアモジュール301～302およびアプリケーションモジ
ュール321に加えて、ディスプレイモジュール303およびユーザ入力モジュール304を備え
ることができる。ディスプレイモジュール303は、デバイス300からの情報をユーザにグラ
フィックで提示する。この情報は、1つまたは複数のアプリケーションモジュール321、1
つまたは複数のハードウェアモジュール301～302、その組合せ、またはユーザのために画
像を解像する(たとえば、オペレーティングシステムによって)ための適切ないずれかの他
の手段から導き出すことができる。ディスプレイモジュール303は、液晶ディスプレイ(LC
D)技術、発光ポリマディスプレイ(LPD)技術、または何らかの他のディスプレイ技術とす
ることができる。いくつかの実施形態では、ディスプレイモジュール303は、容量性また
は抵抗性のタッチスクリーンであり、触感および/または触覚によるユーザとの接触に感
受性を有することができる。そのような実施形態では、ディスプレイモジュール303は、
マルチタッチ感知ディスプレイを含むことができる。
【００９１】
　携帯型デバイスの追加の実施形態は、図5に関して以下に述べるようなコンピューティ
ングデバイスの様々な部分と、図6に詳述するようなネットワークとをさらに含むことが
できる。
【００９２】
　ここで、図4は、様々な実施形態によって機能することができる追加の方法を記述する
。図4の方法は、図1のシステム、図3の携帯型デバイスとともに、または図4で述べるステ
ップを実施することができる、いずれかの他のシステムまたは構造とともに機能すること
ができる。S402では、デフォルトがシステムのために設定され、そしてこれの一部として
、システムは、POI検索要求に応答してルールエンジンによって使用するための複数のデ
ータソースを識別することができる。上記で述べたように、そのようなルールエンジンは
、POI検索の一部としてデータソースを階層的に編成するために、図1または図3で述べた
要素を含むことができる。システム初期化のさらなる一部として、システムは、複数のデ
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ータソースの各データソースについてのデフォルトのデータソースの優先度をルールエン
ジン中に設定することができる。
【００９３】
　たとえば、上記で述べたように、データソースは、まず、グループに分類することがで
きる。そのようなグループは、参照先ソースを含むことができ、データは、旅行ガイドな
ど、オンライン参照先から抽出される、または現地の個人から集められる、いずれかであ
る。そのようなグループは、また、オンライン構造化知識ベースまたはオントロジ、およ
びオンラインディレクトリを含むことができる。そのようなグループは、また、ウェブペ
ージから直接情報をかき集めて構文解析することによって、メタデータをウェブサイトか
ら検索することが必要である、個々のPOIウェブサイトを含むことができる。
【００９４】
　ある実施形態では、上記のオプションは、利用可能性および技術的難しさの順で考慮す
ることができる。参照先ソースは、メタデータをそこから検索しコード化するのに通常静
的で扱いやすいソースとすることができ、したがって標準のリレーショナルデータベース
は、メタデータを維持するために使用することができる。他方では、具体的なPOIに関す
る情報を見つけることは、可能性が極めて低い場合があり、むしろ、レストラン、映画館
など、POIのクラスおよび他の同様のクラスについて情報を抽出することが可能である。
たとえデータが具体的なPOIに直接結び付かないとしても、具体的なPOIに対するそのよう
な情報を暗示することができる。
【００９５】
　それに反し、構造化知識ベースは、個々のPOIに関するメタデータを提供することがで
きる。このメタデータは、元ソースに従って様々な程度の正確さを示すことができる(ク
ラウドソース対専門家による編集)。これらのデータソースに関する1つの問題は、APIア
ップデートまたは新しいサービスのリリースが行われたとき、メタデータのセマンティッ
クスが、時が経つにつれて変動する恐れがあるということである。
【００９６】
　最後に、正確なメタデータは、POIと関連するウェブサイトから抽出することができる
、ただし、ウェブサイトが知られていることが条件である。全体のウェブサイトがメタデ
ータを求めて構文解析される場合、データをかき集めることは、述べたグループの間から
メタデータを導き出すためのもっとも困難なタスクであり得る、というのはこのタスクが
、定型句など、無関係のコンテンツをフィルタにかけて除去するために、時間がかかり、
セマンティックルールのセットを必要とするからである。
【００９７】
　上記のグループ分けを考えると、ある実施形態では、特定のグループ内の各データソー
スは、初期データ品質を規定するS404の一部としてデフォルト設定を与えることができる
。次いで、照会順序について、上記事項に基づき仮定することができる。この実施例では
、POIに適用可能な「常識」および「デフォルトの知識」を提供する参照先ソースは、最
初に照会されるデータベースを備える、というのは、データベースがPOIメタデータを検
索するもっとも手っ取り早いものであると考えられるからである。その後、構造化知識ベ
ースが、より具体的なPOIメタデータをわずかにより高い時間コストで検索するために照
会され、そして多分POIを求めて参照先ウェブページが照会される。最後に、正確な情報
を、ただしより高い時間コストで検索するために、ウェブページからのデータのかき集め
がウェブサイトに対して使用される(可能なら)。S404の各データソースについてのデフォ
ルトのデータソースの優先度は、これらの仮定をシステム中で反映させるように構造化す
ることができる。
【００９８】
　次いで、S406では、デフォルトおよび可能性があるデータソースを識別する初期必要事
項が構造化された後、システムは、ルールエンジンにおいてPOI検索要求を受け取ること
ができる。応答の際、S408で、システムは、時間の経過につれて複数のデータソースに対
する照会を生成することができ、照会の順序は、複数のデータソースの各々についてのデ
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ータソースの優先度に基づき、したがってより高い優先度のデータソースが最初に照会さ
れる。
【００９９】
　S410では、システムは、ルールエンジンにおいて時間の経過につれて照会に対する応答
を受け取ることができる。これに続いて、S412では、個々のPOIメタデータを有する応答
が受け取られるたびに、受け取ったメタデータが、個々のPOIに関して前に受け取ったメ
タデータと適合する、または相矛盾するのかどうかの決定が、言語解析モジュールによっ
てなされ、そしてマージされたメタデータが、アップデートされる。
【０１００】
　S414によって記述されたシステム動作の全体にわたって、応答が受け取られるたびに、
1つまたは複数のソース品質が測定され、そして応答をそれから受け取ったデータソース
についてのデータソースの優先度をアップデートするために使用することができる。様々
な実施形態では、個々の検索は、品質測定およびそのときの一部だけの解析と関連付ける
ことができる。たとえば、個々の検索と関連するオーバーヘッドを減少させるために、検
索要求が大きいボリュームであるシステム中では、サンプリングを使用することができる
。他の実施形態では、これはダイナミックにすることができる。たとえば、特定のデータ
ソースは、データソースがシステムによってまず解析されることになる場合のあらゆる検
索の間、品質測定をしてもらうことができる。システムが十分なベースラインのデータを
有するとき、システムは、品質データを取る頻度を減少させることができる。たとえば、
品質は、数百の検索ごとにだけ測定してもよい。そのようなサンプル測定によって、品質
変化が起こりつつあると示されるようになった場合、システムは、品質測定の頻度を増加
させることによって対応することができる。同様に、複数のデータソースから情報を引き
出す検索では、単一の検索要求および応答の背景内で、いくつかのデータソースについて
の品質測定を行うことができ、他のデータソースについてはしなくてもよい。同様に、時
間の経過につれて、照会に対する応答が受け取られ、そしてメタデータがマージされ、ア
ップデートされる。S416では、応答が受け取られ、マージされたメタデータがアップデー
トされたとき時間の経過につれて、複数のマージされたメタデータの更新データがPOI検
索要求に対して伝達される。
【０１０１】
　上記のシステムおよび方法は、POIウェブサービス、常識/ローカル知識データベース、
データをかき集めて構文解析するウェブページ、および収集されたものに基づき推測され
るいずれかの追加のメタデータなど、代替のメタデータのソースをそのように管理する。
メタデータは、格納する、または維持する必要がない、というのは、メカニズムは、実行
時に働き、POI検索要求が受け取られるたびに、複数のソースからのメタデータをマージ
することができるからである。これは、さらに、POIに関するメタデータのより包括的な
セットを提供することができ、ユーザは、POIの間から選ぶとき、追加の情報から直接恩
恵を被ることができる。また、追加の情報は、ユーザの好みの選択をよりよく理解し、住
宅、商業または市内の地域の理解など、ユーザが属する地域のタイプをプロファイルする
ために、コンテキストアウェアアプリケーションによって使用することができる。また、
これらのシステムおよび方法は、ユーザにとってより良い経験をもたらすことができる、
というのは、より迅速なメタデータのソースは、基本的なPOI情報を迅速に提供するため
に活用することができ、さらにより詳細な事項が、ウェブページなどの代替のソースから
検索されるからである。
【０１０２】
　さらに、これらのシステムおよび方法は、複数のデータソースを検索することによって
、個々のPOIデータベースがまばらな場所において、POIカバリッジ密度をより濃くするこ
とができる。さらに、また、メタデータ情報検索をより拡張可能にロバストに扱うことが
できる、というのは、単一の問題があるメタデータのソースによって、ユーザがPOIに関
するいずれかの情報を受け取れないように阻まれることがなくなり、複数のソースに、そ
れらの応答時間およびメタデータ品質に従って優先順位を付けることができるからである
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。ある実施形態では、データソース品質がリアルタイムまたはほぼリアルタイムで解析さ
れており、解析のリアルタイム性によって、データソースでのデータのアップデートに対
する応答性を高めることができ、さらにマージされたメタデータの独立した永久的なデー
タベースを生成する必要性を減少させることができる。
【０１０３】
　図5は、1つまたは複数の実施形態を実施することができるコンピューティングシステム
の実施例を例示する。図5に例示するようなコンピュータシステムは、図1および図3の前
に述べたコンピュータ化されたデバイスの一部として組み込むことができる。さらに、本
明細書に述べるようないずれかのコンピューティングデバイスは、構成要素のいずれかの
組合せを含むことができる。たとえば、デバイス110、POI検索コンピュータ120、または
データソース155のいずれかは、図5のコンピューティングデバイス500またはコンピュー
ティングデバイス500のいずれかの要素を使用して構造化することができる。さらに、様
々な実施形態では、言語解析モジュール150、POI検索処理および品質測定モジュール130
またはメタデータ通信モジュール140など、要素は、独立型のコンピューティングデバイ
スとして構造化することができる、または本明細書に述べるコンピューティング要素のい
ずれかの機能的融合体として構造化することができる。図5は、本明細書の述べるように
、様々な他の実施形態によって提供される方法を実施することができる、および/または
デバイス110、携帯型デバイス400、POI検索コンピュータ120、参照先ソース160、構造化
知識ベース170、または個々のウェブサイトとして機能することができるコンピュータシ
ステム500の一実施形態の概略例示図を提示する。図5は、様々な構成要素の一般化された
例示図を示すことだけを意図され、構成要素のいずれか、またはすべては、必要に応じて
利用することができる。したがって、図5は、個々のシステム要素が、比較的に分離され
た状態で、または比較的により統合された状態で、どのように実装することができるのか
を大雑把に例示する。
【０１０４】
　バス505を介して電気的に結合することができる(または、そうでなければ、必要に応じ
て、通信状態であることができる)ハードウェア要素を含むコンピュータシステム500が示
されている。ハードウェア要素は、限定せずに1つまたは複数の汎用プロセッサおよび/ま
たは1つまたは複数の特殊目的のプロセッサ(デジタル信号処理チップ、グラフィックアク
セラレーションプロセッサなど)、限定せずにマウス、キーボードなどを含むことができ
る1つまたは複数の入力デバイス515、および限定せずにディスプレイデバイス、プリンタ
などを含むことができる1つまたは複数の出力デバイス520を含む、1つまたは複数のプロ
セッサ510を含むことができる。ある実施形態では、携帯型デバイス300のプロセッサ310
は、プロセッサ510と同等とすることができる。ある実施形態では、入力デバイス515は、
携帯型デバイス300のユーザ入力モジュール304と同等とすることができる。
【０１０５】
　コンピュータシステム500は、1つまたは複数の非一時的な記憶デバイス525をさらに含
むことができ(および/またはそれと通信状態であることができる)、記憶デバイスは、限
定せずにローカルおよび/またはネットワークアクセス可能な記憶装置を含むことができ
る、および/または限定せずにディスクドライブ、ドライブアレイ、光記憶装置、および
ランダムアクセスメモリ(RAM)および/またはプログラム可能である、フラッシュアップデ
ート可能である、などにできるリードオンリメモリ(ROM)など、ソリッドステート記憶デ
バイスを含むことができる。そのような記憶デバイスは、限定せずに様々なファイルシス
テム、データベース構造などを含む、いずれかの適切なデータの格納を行うように構成す
ることができる。
【０１０６】
　また、コンピュータシステム500は、通信サブシステム530を含むことができるはずであ
り、それは、限定せずにモデム、ネットワークカード(ワイヤレスまたは有線)、赤外線通
信デバイス、ワイヤレス通信デバイスおよび/またはチップセット(Bluetooth(登録商標)
デバイス、502.11デバイス、Wi-Fiデバイス、WiMaxデバイス、セル方式通信設備など)、
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および/または同様の通信インターフェースを含むことができる。通信サブシステム530は
、ネットワーク(一実施例を挙げるなら、以下に述べるネットワークなど)、他のコンピュ
ータシステム、および/または本明細書に述べるいずれかの他のデバイスとデータを交換
するのを許可することができる。多くの実施形態では、コンピュータシステム500は、非
一時的な作業メモリ535をさらに含むことになり、それは、上記に述べたように、RAMまた
はROMデバイスを含むことができる。
【０１０７】
　また、コンピュータシステム500は、作業メモリ535内に現在配置されているものとして
示すソフトウェア要素を含むことができ、ソフトウェア要素は、オペレーティングシステ
ム540と、デバイスドライバと、実行可能なライブラリと、および/または、様々な実施形
態によって提供されるコンピュータプログラムとを含むことができる、および/または、
本明細書に述べるように、他の実施形態によって提供される方法を実施する、および/ま
たはシステムを構成するように設計することができる、1つまたは複数のアプリケーショ
ンプログラム545など、他のコードを含む。単に例としてだけで、上記で議論した方法に
関して述べた1つまたは複数のプロシージャは、コンピュータ(および/またはコンピュー
タ内のプロセッサ)によって実行可能なコードおよび/または命令として実装することがで
きるはずであり、次いで、ある態様では、そのようなコードおよび/または命令は、述べ
た方法によって1つまたは複数の動作を実施するように、汎用コンピュータ(または他のデ
バイス)を構成する、および/または適応させるために使用することができる。
【０１０８】
　これらの命令および/またはコードのセットは、上記に述べた記憶デバイス525など、コ
ンピュータ可読記憶媒体に格納することができる。いくつかの場合、記憶媒体は、コンピ
ュータシステム500など、コンピュータシステム内に組み込むことができるはずである。
他の実施形態では、記憶媒体は、コンピュータシステムから分離する(たとえば、コンパ
クトディスクなど、リムーバブル媒体)、および/またはインストレーションパッケージ中
に設けることができるはずであり、したがって記憶媒体は、命令/コードがそこに格納さ
れている汎用コンピュータをプログラムする、構成する、および/または適応させるため
に使用することができる。これらの命令は、実行可能なコードの形態を取ることができる
はずであり、それは、コンピュータシステム500によって実行可能である、および/または
命令は、ソースおよび/またはインストール可能なコードの形態を取ることができるはず
であり、それは、コンピュータシステム500でのコンパイルおよび/またはインストール時
に(たとえば、様々な一般に利用できるコンパイラ、インストールプログラム、圧縮/解凍
ユーティリティなどのいずれかを使用して)、そのとき実行可能なコードの形態を取る。
【０１０９】
　実質的な変更を具体的な要求に従って行うことができる。たとえば、カスタマイズされ
たハードウェアも使用することができるはずである、および/または特定の要素は、ハー
ドウェア、ソフトウェア(appletsなど、高移植性ソフトウェアを含む)、またはその両方
で実現することができるはずである。さらに、ある機能性を提供するハードウェアおよび
/またはソフトウェアの構成要素は、専用システム(専門化された構成要素)を含むことが
できる、またはより一般的なシステムの一部とすることができる。たとえば、POI検索コ
ンピュータによる作業の選択に関して本明細書に述べた特徴のいくつか、またはすべてを
提供するように構成される作業選択サブシステムは、専門化された(たとえば、特定用途
向け集積回路(ASIC)、ソフトウェア方法など)または一般的な(たとえば、プロセッサ510
、アプリケーション545など)ハードウェアおよび/またはソフトウェアを含むことができ
る。さらに、ネットワーク入/出力デバイスなど、他のコンピューティングデバイスへの
接続部を用いることができる。
【０１１０】
　いくつかの実施形態は、本開示による方法を実施するために、コンピュータシステム(
コンピュータシステム500など)を用いることができる。たとえば、述べた方法のプロシー
ジャのいくつか、またはすべては、作業メモリ535中に含まれる1つまたは複数の命令(こ
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れは、オペレーティングシステム540および/またはアプリケーションプログラム545など
、他のコード中に組み込むことができるはずである)の1つまたは複数のシーケンスを実行
するプロセッサ510に応答して、コンピュータシステム500によって実施することができる
。そのような命令は、記憶デバイス525の1つまたは複数など、別のコンピュータ可読媒体
から作業メモリ535中に読む込むことができる。単に例としてだけで、作業メモリ535中に
含まれた命令のシーケンスを実行すると、本明細書に述べた方法の1つまたは複数のプロ
シージャをプロセッサ510に実施させることができるはずである。たとえば、言語解析モ
ジュール150、POI検索処理および品質測定モジュール130およびメタデータ通信モジュー
ル140は、図5のそのような要素を使用して実現することができる。同様に、図3のメモリ3
20中に示すいずれかのモジュールは、図5のそのような要素で実現することができる。
【０１１１】
　用語「マシン可読媒体」および「コンピュータ可読媒体」は、本明細書で使用するとき
、具体的な方法でマシンを動作させるデータを提供するのに関与するいずれかの媒体を指
す。コンピュータシステム500を使用して実施される実施形態では、様々なコンピュータ
可読媒体は、実行のための命令/コードをプロセッサ510に提供することに関与することが
できるはずである、および/またはそのような命令/コードを格納する、および/または伝
える(たとえば、信号として)ために使用することができるはずである。多くの実装形態で
は、コンピュータ可読媒体は、物理的および/または有形の記憶媒体である。そのような
媒体は、ただしこれらに限定されないが、不揮発性媒体、揮発性媒体および伝送媒体を含
む、多くの形態を取ることができる。不揮発性媒体は、たとえば、記憶デバイス525など
、光および/または磁気ディスクを含む。揮発性媒体は、限定せずに、作業メモリ535など
、ダイナミックメモリを含む。伝送媒体は、限定せずに、バス505を含むワイヤ、さらに
また通信サブシステム530の様々な構成要素(および/または通信サブシステム530が他のデ
バイスとそれによって通信する媒体)を含む、同軸ケーブル、銅線およびファイバーオプ
ティックスを含む。それ故、また、伝送媒体は、波(限定せずに、電波および赤外線によ
るデータ通信の間に発生されるものなど、電波、音波および光波を含む)の形態を取るこ
とができる。
【０１１２】
　物理的および/または有形のコンピュータ可読媒体の通常の形態は、たとえば、フロッ
ピディスク、フレキシブルディスク、ハードディスク、磁気テープまたはいずれかの他の
磁気媒体、CD-ROM、いずれかの他の光媒体、パンチカード、紙テープ、穴のパターンを有
するいずれかの他の物理的媒体、RAM、PROM、EPROM、FLASH-EPROM、いずれかの他のメモ
リチップまたはカートリッジ、下文に述べるような搬送波、またはコンピュータが命令お
よび/またはコードをそこから読み出すことができる、いずれかの他の媒体を含む。
【０１１３】
　コンピュータ可読媒体の様々な形態は、実行のための1つまたは複数の命令の1つまたは
複数のシーケンスをプロセッサ510に伝えることに関与することができる。単に例として
だけで、命令は、最初、リモートコンピュータの磁気ディスクおよび/または光ディスク
に保持することができる。リモートコンピュータは、命令をそのダイナミックメモリ中に
ロードし、そして伝送媒体を介して命令を信号として送り、コンピュータシステム500に
よって受け取る、および/または実行することができるはずである。電磁気信号、音響信
号、光信号などの形態であることができるはずであるこれらの信号は、すべて、様々な実
施形態によって命令をそれにコード化することができる搬送波の実施例である。
【０１１４】
　通信サブシステム530(および/またはその構成要素)は、一般に、信号を受信するもので
あり、次いで、バス505は、信号(および/または信号によって伝えられるデータ、命令な
ど)を作業メモリ535に伝えることができるはずであり、そこから、プロセッサ505は、命
令を検索して実行する。作業メモリ535によって受け取られた命令は、プロセッサ510によ
る実行の前、または後で、いずれかで、任意選択で非一時的な記憶デバイス525に格納す
ることができる。
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【０１１５】
　本明細書に述べるような様々な実施形態では、コンピューティングデバイスは、POI検
索要求、応答、照会、メタデータ応答および他の通信を送り、受け取るために、ネットワ
ーク化することができる。たとえば、POI検索要求112、応答190、照会162、172および182
、さらにまた図1の応答メタデータ164、174および184は、ネットワーク通信とすることが
できる。図6は、実施形態の一セットによって使用することができるネットワーク化コン
ピューティングデバイスのシステム600の概略図を例示する。システム600は、1つまたは
複数のユーザコンピューティングデバイス605を含むことができる。ユーザコンピューテ
ィングデバイス605は、汎用パーソナルコンピュータ(単に例としてだけで、Microsoft Co
rp.のWidows(商標)および/またはApple Corp.のMacintosh(商標)のオペレーティングシス
テムのいずれかの適切なタイプを実行するパーソナルコンピュータおよび/またはラップ
トップコンピュータを含む)、および/または様々な市販のUNIX(登録商標)またはUNIX（登
録商標）ライクのオペレーティングシステムのいずれかを実行するワークステーションコ
ンピュータとすることができる。また、これらのユーザコンピューティングデバイス605
は、本発明の方法、さらにまた1つまたは複数のオフィスアプリケーション、データベー
スクライアントおよび/またはサーバアプリケーションおよびウェブブラウザアプリケー
ションを実施するように構成される1つまたは複数のアプリケーションを含む、様々なア
プリケーションのいずれかを備えることができる。あるいは、ユーザコンピューティング
デバイス605は、小型軽量クライアントコンピュータ、インターネット接続可能な携帯電
話および/または携帯端末(PDA)など、ネットワーク(たとえば、以下に述べるネットワー
ク610)を介して通信する、および/またはウェブページまたは他のタイプの電子ドキュメ
ントを表示しナビゲートすることが可能な、いずれかの他の電子デバイスとすることがで
きる。3つのユーザコンピューティングデバイス605を備える例示のシステム600が示され
ているが、ユーザコンピューティングデバイスは、いくつでもサポートすることができる
。
【０１１６】
　本発明のある実施形態は、ネットワーク610を含むことができるネットワーク化環境下
で動作する。ネットワーク610は、限定せずにTCP/IP、SNA、IPX、AppleTalkなどを含む、
様々な商用のプロトコルのいずれかを使用してデータ通信をサポートすることができる、
当業者によく知られているネットワークのいずれかのタイプとすることができる。単に例
としてだけで、ネットワーク610は、限定せずにイーサネット（登録商標）ネットワーク
、トークンリングネットワークなどを含むローカルエリアネットワーク(LAN)、ワイドエ
リアネットワーク(WAN)、限定せずに仮想プライベートネットワーク(VPN)を含む仮想ネッ
トワーク、インターネット、イントラネット、エクストラネット、公衆交換電話網(PSTN)
、赤外線ネットワーク、限定せずにこの分野で知られているIEEE802.11スイートのプロト
コル、Bluetooth(登録商標)プロトコル、および/またはいずれかの他のワイヤレスプロト
コルのいずれかの下で動作するネットワークを含むワイヤレスネットワーク、および/ま
たはこれらのいずれかの組合せ、および/または他のネットワークとすることができる。
【０１１７】
　本発明の実施形態は、1つまたは複数のサーバコンピュータ660を含むことができる。サ
ーバコンピュータ660の各々は、限定せずに上記で述べたオペレーティングシステムのい
ずれか、さらにまたいずれかの市販(または無償)の利用できるサーバオペレーティングシ
ステムを含む、オペレーティングシステムを備えて構成することができる。また、サーバ
660の各々は、1つまたは複数のアプリケーションを実行していることができ、それは、1
つまたは複数のユーザコンピューティングデバイス605および/または他のサーバ660にサ
ービスを提供するように構成することができる。
【０１１８】
　単に例としてだけで、サーバ660の1つは、ウェブサーバとすることができ、それは、単
に例としてだけで、ユーザコンピューティングデバイス605からのウェブページまたは他
の電子ドキュメントに対する要求を処理するために使用することができる。また、ウェブ
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サーバは、HTTPサーバ、FTPサーバ、CGIサーバ、データベースサーバ、Java(登録商標)サ
ーバなどを含む、様々なサーバアプリケーションを実行することができる。本発明のいく
つかの実施形態では、ウェブサーバは、本発明の方法を実施するユーザコンピューティン
グデバイス605の1つまたは複数上でウェブブラウザ内において動作させることができるウ
ェブページを提供するように構成することができる。
【０１１９】
　サーバコンピュータ660は、いくつかの実施形態では、1つまたは複数のアプリケーショ
ンサーバを含むことができるはずであり、それは、クライアントコンピュータ605および/
または他のサーバ660の1つまたは複数上で走る、クライアントがアクセス可能な1つまた
は複数のアプリケーションを含むことができる。単に例としてだけで、サーバ660は、限
定せずにウェブアプリケーションを含むユーザコンピューティングデバイス605および/ま
たは他のサーバ660(これは、いくつかの場合、本発明の方法を実施するように構成するこ
とができるはずである)に応答して、プログラムまたはスクリプトを実行することが可能
な1つまたは複数の汎用コンピュータとすることができる。単に例としてだけで、ウェブ
アプリケーションは、Java(登録商標)、C、C#(商標)またはC++など、いずれかの適切なプ
ログラミング言語で、および/またはPerl、PythonまたはTCLなど、いずれかのスクリプト
言語で、さらにまたいずれかのプログラミング/スクリプト言語の組合せで書かれる1つま
たは複数のスクリプトまたはプログラムとして実現することができる。また、アプリケー
ションサーバは、限定せずに、ユーザコンピューティングデバイス605および/または別の
サーバ660上で実行して、クライアント(コンフィギュレータによって決まる、データベー
スクライアント、APIクライアント、ウェブブラウザなどを含む)からの要求を処理するこ
とができるOracle(商標)、Microsoft(商標)、Sybase(商標)、IBM(商標)などからの市販の
データベースサーバを含む、データベースサーバを含むことができる。アプリケーション
サーバから提供されるデータは、ウェブページとしてフォーマットすることができる(た
とえば、HTML、Javascriptなどを含む)、および/またはデータは、ウェブサーバを介して
ユーザコンピューティングデバイス605に転送することができる(たとえば、上記で述べた
ように)。同様に、ウェブサーバは、ウェブページ要求および/または入力データをユーザ
コンピューティングデバイス605から受け取ることができるはずである、および/またはウ
ェブページ要求および/または入力データをアプリケーションサーバに転送することがで
きるはずである。いくつかの場合、ウェブサーバは、アプリケーションサーバと一体化す
ることができる。
【０１２０】
　さらなる実施形態によれば、1つまたは複数のサーバ660は、ファイルサーバとして機能
することができる、および/またはユーザコンピューティングデバイス605および/または
別のサーバ660.上で走るアプリケーションによって組み込まれる本発明の方法を実施する
のに必要なファイル(たとえば、アプリケーションコード、データファイルなど)の1つま
たは複数を含むことができる。あるいは、当業者が認識されるように、ファイルサーバは
、ユーザコンピューティングデバイス605および/またはサーバ660によって遠隔からその
ようなアプリケーションを起動することを可能にする、すべての必要なファイルを含むこ
とができる。様々なサーバ(たとえば、アプリケーションサーバ、データベースサーバ、
ウェブサーバ、ファイルサーバなど)に関して本明細書で述べた機能は、実装での具体的
な必要性およびパラメータに依存して、単一サーバおよび/または複数の専門化したサー
バによって実施することができることに留意すべきである。
【０１２１】
　ある実施形態では、システムは、1つまたは複数のデータベース620を含むことができる
。データベース620の位置は、任意である、すなわち単に例としてだけで、データベース6
20aは、サーバ660a(および/またはユーザコンピューティングデバイス605)に対してロー
カルな(および/またはそこに常駐する)記憶媒体上に常駐することができるはずである。
あるいは、データベース620bは、データベース620bが、コンピュータ605およびサーバ660
の1つまたは複数と通信状態にあることができる限り(たとえば、ネットワーク610を介し
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て)、これらのいずれかまたはすべてから遠隔にあることができる。実施形態の特定のセ
ットでは、データベース620は、当業者によく知られたストレージアリアネットワーク(SA
N)中に常駐することができる。(同様に、コンピュータ605またはサーバ660に属する機能
を果たすために必要ないずれかのファイルは、必要に応じて、個々のコンピュータ上にロ
ーカルに、および/または遠隔で格納することができる)。実施形態の一セットでは、デー
タベース620は、SQLでフォーマットされたコマンドに応答して、データを格納する、アッ
プデートする、および検索するように適合させるOracle(商標)データベースなど、リレー
ショナルデータベースとすることができる。データベースは、たとえば、上記に述べたよ
うに、データベースサーバによって制御する、および/または維持することができるはず
である。様々な実施形態では、データソース155のいずれかは、そのような実施形態によ
って構造化することができる。たとえば、参照先ソース160または構造化知識ベース170は
、サーバ660aを介してアクセスされるデータベース620aとして構造化することができる。
あるいは、データソース155のいくつかは、データベース620bと同様の直接アクセス可能
なデータベースとすることができる。個々のウェブサイト180は、独立型のサーバ660bに
よって動作させることができる。様々な代替実施形態では、いずれかのそのようなデータ
ソース155は、データソースのオペレータによって生成された構造に基づき、図6のいずれ
かのデバイス上で動作可能とすることができる。
【０１２２】
　上記で議論した方法、システムおよびデバイスは、実施例である。様々な実施形態は、
様々なプロシージャまたは構成要素を必要に応じて除外する、置換する、または追加する
ことができる。たとえば、代替の構成では、述べた方法は、述べた順序と異なる順序で実
施することができる、および/または様々なステージを追加する、除外する、および/また
は組み合わせることができる。また、ある実施形態に関して述べた特徴は、様々な他の実
施形態中で組み合わせることができる。実施形態の異なる態様および要素は、同様の方法
で組み合わせることができる。また、技術は進むものであり、それ故、要素の多くは、実
施例であり、それは、本開示の範囲をそれら要素の具体的な実施例に限定しない。
【０１２３】
　実施形態を完全に理解してもらうために、具体的な細部が本記述で与えられている。し
かし、実施形態は、これらの具体的な細部がなくても実施することができる。たとえば、
周知の回路、プロセス、アルゴリズム、構造および技法は、実施形態を分かりにくくする
ことを避けるために、不要な細部なしに示されている。本記述は、実施例の実施形態だけ
を提示し、そして様々な実施形態の範囲、適用可能性または構成を限定するものと意図さ
れていない。むしろ、実施形態の前記述は、実施形態を実施するために、事を実現させる
記述を当業者に提供するつもりである。様々な変更は、様々な実施形態の趣旨および範囲
から逸脱せずに、要素の機能および構成において行うことができる。
【０１２４】
　また、いくつかの実施形態は、プロセスの矢印を有するフロー中に描いたプロセスとし
て述べられている。各プロセスは、連続的なプロセスとして動作を述べることがあるが、
動作の多くは、並行して、または同時に実施することができる。さらに、動作の順序は、
再配置することができる。プロセスは、図中に含まれない追加のステップを備えることが
できる。さらにまた、方法の実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア
、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはそのいずれかの組合せ
によって実施することができる。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアまたはマ
イクロコードで実施されるとき、関連するタスクを実施するプログラムコードまたはコー
ドセグメントは、記憶媒体など、コンピュータ可読媒体中に格納することができる。プロ
セッサは、関連するタスクを実施することができる。
【０１２５】
　いくつかの実施形態を述べてきたが、様々な変更、代替の構造および同等物は、本開示
の趣旨から逸脱せずに使用することができる。たとえば、上記の要素は、単に、より大き
いシステムの構成要素とすることができ、他のルールは、アプリケーションの様々な実施
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形態に優先する、そうでなければ、それを変更することができる。また、多くのステップ
は、上記の要素が考慮される前に、その間に、またはその後で、企てることができる。し
たがって、上記の記述は、本開示の範囲を限定しない。
【符号の説明】
【０１２６】
　　101　ユーザ
　　110　デバイス
　　112　POI検索要求
　　120　POI検索コンピュータ
　　130　POI検索処理および品質測定モジュール
　　132　照会および優先度
　　140　メタデータ通信モジュール
　　150　言語解析モジュール
　　155　データソース
　　160　参照先ソース
　　162　照会
　　164　メタデータ
　　170　構造化知識ベース
　　172　照会
　　174　メタデータ
　　180　個々のウェブサイトソース
　　182　照会
　　184　メタデータ
　　188　メタデータおよびソース品質データ
　　190　応答
　　192　POIメタデータ一致
　　300　携帯型デバイス
　　301　ハードウェアモジュール
　　302　ハードウェアモジュール
　　303　ディスプレイモジュール
　　304　ユーザ入力モジュール
　　310　プロセッサ
　　311　ワイヤレス通信モジュール
　　320　メモリ
　　321　アプリケーションモジュール
　　322　言語解析モジュール
　　323　オペレーティングシステム
　　324　POI検索処理
　　325　マルチスレッドメタデータ通信モジュール
　　326　データソース品質モジュール
　　340　バス
　　500　コンピューティングデバイス
　　510　プロセッサ
　　515　入力デバイス
　　520　出力デバイス
　　525　記憶デバイス
　　530　通信サブシステム
　　535　作業メモリ
　　540　オペレーティングシステム
　　545　アプリケーションプログラム



(33) JP 2016-517567 A 2016.6.16

　　605a　ユーザコンピューティングデバイス
　　605b　ユーザコンピューティングデバイス
　　605c　ユーザコンピューティングデバイス
　　610　ネットワーク
　　620a　データベース
　　620b　データベース
　　660a　サーバ
　　660b　サーバ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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